
次世代
温度管理車、
ウィングルーフ車
の提案です。
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輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,771 102.4%

一　般 ― 103.0%
宅配便（千個） 385,056 109.1%

輸送統計
平成29年7月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通・準中型・中型 大型 計
70

（－7）
101
（＋4）

171
（－3）

交通事故死者数（人）
8月31日現在 10月12日現在

2,298
（－151）

2,718
（－174）

全国の死亡
事故件数

2,256
（－118）

平成29年8月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

２・３
・ トラック協会ニュース
・ 官公庁ニュース（国交省等）

4・5
 ＜第22回全国トラック運送事業者大会＞
特集①
・第１分科会、第２分科会の
詳細報告

8 ・  「健康職場づくり」事業者訪問
　　坂本運送㈲（香川県坂出市）

6・7

 ＜第22回全国トラック運送事業者大会＞
特集②

・大会決議
・来賓あいさつ
・「トラックの森」植樹式
・記念講演会　など

東北の復興を願い、坂本会長らがクロマツを手植
えした

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

10/15～11/14  7005
11/15～12/14  8971

　

全
体
会
議
で
は
冒
頭
に
、

開
催
地
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し

て
、
須
藤
弘
三
東
北
ト
ラ
ッ

ク
協
会
連
合
会
会
長
が
、「
東

日
本
大
震
災
か
ら
６
年
半
が

経
過
し
、
被
災
地
は
復
興
・

創
成
期
間
へ
と
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
も
復
旧
・
復
興

事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く

た
め
、
引
き
続
き
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
開
会
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
主
催
者
を
代
表

し
て
坂
本
克
己
全
ト
協
会
長

が
「
須
藤
東
北
ト
ラ
ッ
ク
協

会
連
合
会
会
長
を
は
じ
め
、

東
北
６
県
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
皆
様
に
よ
る
、
こ
の
１
年

間
の
並
々
な
ら
な
い
ご
努
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
日

　
「
第
22
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
大
会
」
が
、
全

国
各
地
か
ら
多
く
の
会
員
事

業
者
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、

盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と

は
、
主
催
者
に
と
り
ま
し
て

も
大
変
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
輸
送
の
現
場
で
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
様
は
、
い
ま
大
変
な

思
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

方
の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め

に
、
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
の
協

会
を
国
土
交
通
省
の
平
嶋
隆

司
貨
物
課
長
の
ご
同
行
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
皆
様
方
と

の
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
地
方
の
事
業
者

の
皆
様
か
ら
は
「
人
手
が
足

り
な
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
足

り
な
い
」
と
い
う
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
す
。

　

当
業
界
に
お
い
て
は
、
長

時
間
労
働
の
解
消
な
ど
労
働

環
境
の
改
善
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
ド

ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時
間
が
短

く
な
っ
た
か
ら
、
賃
金
も
下

が
る
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
ど
も
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

全国トラック運送事業者大会

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

関
係
者
の
皆
様
方
に
、
改
め

て
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
（
別

掲
）。

　

全
体
会
議
を
一
旦
中
断
し

て
開
か
れ
た
分
科
会
で
は
、

第
１
分
科
会
が
「
健
康
起
因

事
故
等
交
通
事
故
防
止
対
策

の
推
進
に
つ
い
て
」、
第
２
分

科
会
が
「
労
働
環
境
の
改
善

と
生
産
性
向
上
方
策
に
つ
い

て
」
と
、
時
流
に
相
応
し
い

テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
各
パ

ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
（
４
・
５
面
に
詳

細
）。

　

続
く
記
念
講
演
会
で
は
、

河
北
新
報
社
の
一い

ち
り
き力
雅
彦
代

表
取
締
役
社
長
が
、「『
再
生

へ　

心
ひ
と
つ
に
』
〜
震
災

報
道
の
現
場
か
ら
〜
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
（
７

面
に
別
掲
）。

　

再
開
後
の
全
体
会
議
で
は
、

「
働
き
方
改
革
の
推
進
に
よ

る
取
引
環
境
改
善
・
長
時
間

労
働
の
抑
制
・
生
産
性
向
上
」

「
適
切
な
原
価
管
理
に
基
づ

く
適
正
運
賃
の
収
受
」
な
ど

10
項
目
に
わ
た
る
大
会
決
議

（
６
面
に
全
文
）
を
、
宮
城

県
ト
協
青
年
部
会
の
尾
上
寿

昭
部
会
長
が
読
み
上
げ
、
満

場
の
拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ

れ
た
。
続
い
て
、
国
土
交
通

省
の
奥
田
哲
也
自
動
車
局
長

と
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事

（
代
読
）
が
祝
辞
を
述
べ
た

（
６
面
に
別
掲
）。

　

な
お
、
来
年
の
第
23
回
大

会
は
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開

催
と
な
る
こ
と
か
ら
、
四
国

ト
ラ
ッ
ク
協
会
連
合
会
の
粟

飯
原
一
平
会
長
（
徳
島
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）が
、「
来

年
の
事
業
者
大
会
を
契
機

に
、
多
く
の
会
員
事
業
者
の

皆
様
に
四
国
を
訪
れ
て
い
た

だ
き
、
四
国
の
豊
か
な
自
然

を
ぜ
ひ
と
も
満
喫
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
招
聘
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
宮
城
県
ト
協
の

庄
子
清
一
副
会
長
の
音
頭
に

よ
り
、
参
加
者
全
員
で
力
強

く
「
ガ
ン
バ
ロ
ー
コ
ー
ル
」

を
行
い
、
青
森
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
木
村
英
敬
会
長
が
閉

会
の
辞
を
述
べ
、
大
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

　

な
お
、
前
日
の
10
月
２
日

に
は
、宮
城
県
岩
沼
市
の
「
岩

沼
潮し

お
よ
け除
須す

か賀
松ま

つ

の
森
」に
て
、

平
成
29
年
度
「
ト
ラ
ッ
ク
の

森
」
植
樹
式
が
行
わ
れ
、
坂

本
全
ト
協
会
長
の
ほ
か
東
北

６
県
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

が
参
加
し
た（
６
面
に
別
掲
）。

協
会
で
は
、
国
交
省
や
厚
生

労
働
省
の
ご
指
導
や
荷
主
の

ご
参
画
も
得
な
が
ら
、「
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引

環
境
・
労
働
時
間
改
善
中
央

協
議
会
」
お
よ
び
「
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
の
生
産
性
向
上
協

議
会
」
な
ど
を
通
じ
て
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
の
労
働
時

間
は
減
っ
て
も
賃
金
は
減
ら

な
い
よ
う
に
す
る
、
む
し
ろ

増
や
さ
な
い
と
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
議
論
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　

各
都
道
府
県
の
協
議
会
で

は
、
平
成
29
年
度
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
が
順
次
始
ま
っ
て

お
り
、
各
地
域
で
結
果
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
良

い
事
例
を
作
り
、
そ
れ
を
全

国
に
水
平
展
開
し
て
い
く
こ

と
で
、
取
引
環
境
改
善
・
労

働
時
間
削
減
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

去
る
８
月
28
日
に
は
、
政

府
が
ト
ラ
ッ
ク
等
の
働
き
方

改
革
「
直
ち
に
取
り
組
む
施

策
―
長
時
間
労
働
に
ブ
レ
ー

キ
、
生
産
性
向
上
に
ア
ク
セ

ル
―
」が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
の
各
省
庁
が
一
丸
と
な

り
、
労
働
生
産
性
の
向
上
、

多
様
な
人
材
の
確
保
・
育

成
、
取
引
環
境
の
適
正
化
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
度
予
算
概
算
等
要

求
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、

制
度
・
運
用
の
見
直
し
の
検

討
を
加
速
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
定
め
ら
れ

た
63
の
施
策
の
中
に
は
、
我

々
が
強
く
要
望
し
て
い
る
高

速
道
路
料
金
に
お
け
る
大
口

・
多
頻
度
割
引
50
％
の
継

続
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ

Ａ
）・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

（
Ｐ
Ａ
）・「
道
の
駅
」
を
活

用
し
た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
活

用
、
暫
定
２
車
線
区
間
の
４

車
線
化
、
パ
レ
ッ
ト
化
等
に

よ
る
機
械
荷
役
へ
の
転
換
促

進
な
ど
も
含
ま
れ
、
大
い
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

と
し
ま
し
て
も
、
長
時
間
労

働
の
削
減
、
さ
ら
に
は
生
産

性
の
向
上
に
繋
が
る
よ
う
、

荷
主
・
関
係
省
庁
と
協
力
し

て
、
環
境
整
備
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
で
働
く
人
々
に

と
っ
て
豊
か
な
労
働
環
境
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
適
正

運
賃
・
料
金
の
収
受
が
で
き

る
状
況
が
必
要
で
す
。
国
交

省
か
ら
す
で
に
通
達
が
出
さ

れ
た
、
標
準
運
送
約
款
の
改

定
お
よ
び
書
面
化
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
改
定
な
ど
の
対
応
を

進
め
る
と
と
も
に
、
行
政
や

荷
主
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

適
正
運
賃
の
収
受
が
で
き
る

環
境
整
備
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
、

共
同
輸
配
送
や
中
継
輸
送
、

あ
る
い
は
自
動
運
転
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）・
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

の
活
用
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
大
き
な
変
革
期
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
時
代
の
新
し
い
物
流

へ
の
変
化
は
、
最
終
的
に
は

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
生
産

性
向
上
に
繋
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
明

る
い
未
来
を
自
ら
の
手
で
切

り
拓
く
た
め
、
業
界
の
叡
智

と
総
力
を
結
集
し
、
と
も
に

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
事
業
者
大
会
が
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
さ
ら

な
る
発
展
と
皆
様
方
の
ご
盛

業
を
実
現
す
る
場
と
な
る
こ

と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
、
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 
（
要
旨
）

須藤 弘三
東北トラック協会連合会会長

木村 英敬
青森県トラック協会会長

粟飯原 一平
徳島県トラック協会会長

会
員
事
業
者
の
叡
智
と
総
力
を
結
集
し

業
界
の
未
来
を
切
り
拓
く

宮城県仙台市に１４５０人が集結
第22回

「
働
き
方
改
革
推
進
」等

　
　
　
　  

　
10
項
目
の
決
議
を
採
択

長
時
間
労
働
抑
制
や
生
産
性
向
上
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く
諸
課
題
克

服
に
向
け
、仙
台
に
１
４
５
０
人
が
集
結
し
た（
10
月
３
日
、仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
３
日
、

宮
城
県
仙
台
市
の
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で

「
第
22
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

大
会
」
を
開
催
し
た
。
本
大
会
は
、
東

北
ト
ラ
ッ
ク
協
会
連
合
会
（
須
藤
弘
三
宮

城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が
中
心
と
な

っ
て
１
年
余
り
前
か
ら
準
備
が
進
め
ら

れ
、
全
国
か
ら
１
４
５
０
人
の
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
が
出
席
し
た
。

　

主
催
者
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
坂
本

克
己
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
は
、

「
本
日
の
事
業
者
大
会
は
、
長
時
間
労

働
の
削
減
や
生
産
性
の
向
上
な
ど
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
、

業
界
が
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
に
一
致
結
束
す
る
絶
好
の

機
会
。
総
力
を
結
集
し
、
と
も
に
頑
張
っ

て
い
こ
う
」
と
、
参
加
会
員
に
向
け
力

強
く
呼
び
か
け
た
。

　

２
分
科
会
開
催
後
に
再
開
し
た
全
体

会
議
で
は
、「
働
き
方
改
革
の
推
進
に
よ

る
取
引
環
境
改
善
・
長
時
間
労
働
の
抑

制
・
生
産
性
向
上
」
な
ど
10
項
目
に
及

ぶ
大
会
決
議
を
採
択
し
た
。

坂本会長あいさつ



（2）第2094号（第3種郵便物認可）平成29年（2017年）10月15日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
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ス
）

N
ew

s 2017.10.1—10.15
新規許可
貨物自動車
運送事業者数
（平成29年7月末）
全日本トラック協会調査
運
輸
局
都道
府県

平成
29年
7月

前年
同期
比

北海道 39 18 

東
北

青　森 8 4 
岩　手 5 -1 
宮　城 20 10 
秋　田 6 4 
山　形 3 2 
福　島 28 12 
計 70 31 

関
東

茨　城 17 10 
栃　木 7 -1 
群　馬 10 1 
埼　玉 39 21 
千　葉 23 4 
東　京 28 8 
神奈川 35 21 
山　梨 3 -2 
計 162 62 

北
陸
信
越

新　潟 4 0 
長　野 5 1 
富　山 3 -1 
石　川 5 4 
計 17 4 

中
部

福　井 1 0 
岐　阜 8 -5 
静　岡 13 2 
愛　知 28 12 
三　重 7 1 
計 57 10 

近
畿

滋　賀 10 4 
京　都 17 7 
大　阪 52 9 
兵　庫 35 15 
奈　良 7 3 
和歌山 4 0 
計 125 38 

中
国

鳥　取 2 2 
島　根 2 1 
岡　山 5 1 
広　島 9 -1 
山　口 7 5 
計 25 8 

四
国

徳　島 3 -2 
香　川 3 -3 
愛　媛 7 3 
高　知 4 1 
計 17 -1 

九
州

福　岡 42 33 
佐　賀 3 3 
長　崎 3 1 
熊　本 6 5 
大　分 5 1 
宮　崎 5 3 
鹿児島 5 1 
計 69 47 

沖　縄 5 1 
※ 2 2 

合　計 588 59
※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。

　

 第146回 

年休の計画的付与を特
定部門に限って導入し
てよいか

【
解
説
】
法
定
の
年
次
有
給
休
暇
に

Ａ 
法
律
的
に
は
、
計
画
的
付
与

の
対
象
や
方
法
は
特
に
規
制

さ
れ
て
お
ら
ず
可
能

　

年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与

制
度
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
業
務
繁
忙
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
社
員
の
年
休
取
得

率
が
低
下
す
る
ば
か
り
で
す
。
そ

こ
で
、
弊
社
も
計
画
的
付
与
制
度

の
導
入
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
た
だ
、
全
社
一
斉
と

い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
た
め
、

と
り
あ
え
ず
試
験
的
に
特
定
部
門

に
限
定
し
て
導
入
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
方
法
は
可

能
で
す
か
。

つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ

う
に
、
労
働
者
の
取
得
の
申
し
出
に

よ
り
成
立
し
、
使
用
者
は
「
事
業
の

正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
」
で
な

い
限
り
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
日
に
付

与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
我
が
国
の
年
休
取
得
率

は
き
わ
め
て
低
く
、
取
得
可
能
日
数

の
約
半
分
し
か
消
化
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
の
が
実
態
で
す
。
そ
の
大
き

な
原
因
が
、
労
働
者
本
人
が
請
求
を

し
な
い
限
り
年
休
取
得
が
進
ま
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
、
労
使
の
協
定
を

前
提
に
、「
労
働
者
か
ら
の
個
別
的

な
請
求
が
な
く
て
も
年
休
が
付
与
さ

れ
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と

で
つ
く
ら
れ
た
の
が
、
計
画
的
付
与

制
度
で
す
。

　

同
制
度
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
労

働
基
準
法
の
第
39
条
第
６
項
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

事
業
場
の
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織

す
る
労
働
組
合
が
あ
る
時
は
そ
の
労

働
組
合
、
な
い
時
は
労
働
者
の
過
半

数
代
表
者
と
「
有
給
休
暇
を
与
え
る

時
季
」
に
関
し
書
面
協
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
使
用
者
は
「
有
給
休
暇
の

日
数
の
う
ち
５
日
を
超
え
る
部
分
」

に
つ
い
て
は
、「
そ
の
定
め
に
よ
り
有

給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、法
定
の
年
休
の
う
ち
５
日
、

こ
れ
は
前
年
度
か
ら
の
繰
り
越
し
分

を
含
め
た
５
日
で
よ
い
の
で
す
が
、

そ
れ
を
労
働
者
本
人
が
自
由
に
取
得

で
き
る
日
数
と
し
て
残
し
て
、
６
日

以
上
の
日
数
に
つ
い
て
は
、
使
用
者

が
労
使
協
定
の
定
め
に
よ
り
年
休
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

計
画
的
付
与
の
対
象
や
方
法
に
つ

い
て
は
、
特
に
法
律
上
は
定
め
て
い

ま
せ
ん
。
行
政
解
釈
（
昭
63
・
１
・

１　

基
発
第
１
号
）
に
よ
る
と
、
計

画
的
付
与
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
①

事
業
場
全
体
の
休
業
に
よ
る
一
斉
付

与
、
②
班
別
の
交
代
付
与
、
③
計
画

表
に
よ
る
個
人
別
付
与
―
―
な
ど
、

多
様
な
方
式
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
ご
質
問
の
よ
う

に
「
特
定
部
門
だ
け
と
り
あ
え
ず
導

入
す
る
こ
と
も
当
然
可
能
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
現
実
問
題
と
し
て
、
計

画
休
暇
日
に
つ
い
て
、
急
に
事
業
の

正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
事
態
が
生
ず

る
と
い
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
協
定
で
期
日
を
変

更
が
で
き
る
旨
の
定
め
を
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
念
の
た
め
。

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

労
働
時
間
の
短
縮
に
各
社
が
取

り
組
ん
で
い
る
。
一
方
、「
時
短
を

進
め
た
く
て
も
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
だ
ら
よ
い
の
か
が
分
か
ら

な
い
」
と
い
う
経
営
者
も
少
な
く

な
い
。
運
送
業
は
時
間
が
き
た
か

ら
と
、
そ
の
場
で
車
を
止
め
て
仕

事
を
中
断
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
か
ら
だ
。
特
に
長
距
離
輸
送
で

は
、
中
継
輸
送
の
導
入
な
ど
を
除

く
と
、
１
運
行
の
総
時
間
（
休
憩

時
間
や
休
息
時
間
を
含
む
）
を
短

縮
す
る
の
は
難
し
い
。
結
局
、
仕

事
や
人
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

１
週
間
や
１
か
月
間
の
ス
パ
ン
で

ク
リ
ア
す
る
し
か
な
い
。

　

長
距
離
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
短
で

一
般
的
な
の
は
、「
長
距
離
輸
送
の

次
は
時
間
の
短
い
近
距
離
輸
送
の

仕
事
を
組
み
合
わ
せ
る
」
と
い
う

パ
タ
ー
ン
だ
。
長
距
離
と
短
距
離

の
仕
事
の
組
み
合
わ
せ
で
月
間
の

労
働
時
間
を
調
整
す

る
。
長
距
離
輸
送
の
次

は
庫
内
作
業
な
ど
で
調

整
す
る
例
も
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は

少
な
い
。

「
フ
リ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
」

と
呼
ぶ
時
間
調
整
専
門

の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
置
く

事
業
者
も
あ
る
。
特
定

の
仕
事
を
も
た
な
い
で
、
レ
ギ

ュ
ラ
ー
の
担
当
ド
ラ
イ
バ
ー
の

時
間
調
整
を
す
る
役
割
だ
。
し

た
が
っ
て
フ
リ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
こ
な
す

力
が
な
い
と
で
き
な
い
。そ
こ
で

「
マ
ル
チ
ド
ラ
イ
バ
ー
」
と
呼

ん
で
い
る
事
業

者
も
い
る
。

　

こ
の
フ
リ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
は

長
距
離
輸
送
の

み
を
行
う
と
は

限
ら
な
い
。
物

流
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
店
舗
配
送

で
も
、
フ
リ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
で

時
間
を
調
整
し

て
い
る
事
業
者

が
い
る
。
こ
の

事
業
者
は
、
配

送
ド
ラ
イ
バ
ー

１
人
ひ
と
り
の

１
か
月
の
持
ち

時
間
を
毎
日
管
理
し
て
い
る
。

月
の
中
旬
で
予
定
よ
り
時
間
を

消
化
し
過
ぎ
て
、
月
末
ま
で
の

残
り
時
間
が
少
な
い
場
合
に

は
、
比
較
的
時
間
が
残
っ
て
い

る
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
担
当
コ

ー
ス
を
替
え
て
時
間
調
整
す

る
。
そ
れ
で
も
対
応
で
き
な
い
部

分
を
フ
リ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
が
カ
バ

ー
す
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

　

定
年
退
職
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に

時
間
調
整
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
事
業
者
も
い
る
。
乗
務
が
毎
日

で
は
キ
ツ
イ
と
い
う
定
年
退
職
者

は
、週
２
日
あ
る
い
は
３
日
な
ど
、

そ
の
人
の
条
件
に
応
じ
て
乗
務
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
現
役
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
時
間
を
調
整
す
る
。

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
務
し
な
い
日
は
庫

内
作
業
な
ど
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

他
の
業
種
の
会
社
に
勤
め
て
い

て
定
年
退
職
し
た
人
を
、
時
間
調

整
専
門
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
非

正
規
で
雇
用
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
。週
１
回
と
か
２
回
の
勤
務
で
、

長
距
離
輸
送
で
は
な
い
。
あ
る
い

は
、
女
性
の
短
時
間
乗
務
ド
ラ
イ

バ
ー
も
あ
る
。
近
場
で
１
日
何
回

転
も
す
る
よ
う
な
仕
事
な
ら
、
午

前
中
だ
け
と
か
午
後
だ
け
の
勤
務

な
ど
、
短
時
間
ド
ラ
イ
バ
ー
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
。
そ

の
他
、
勤
務
の
組
み
合
わ
せ
が
時

短
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
件
費
総

額
の
増
加
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
れ
を
補
う
生
産
性
向
上

が
必
須
と
な
る
。

第
195
回
輸配送における時短への対応

自転車の側方通過時は細心の注意を!!
〔第70回〕

　今は秋も半ば、樹木の多い公園や雑木林に行くと、足元にドン
グリを見かけます。一口にドングリといっても、我が国に自生す
るものだけで20種類くらいあるそうです。秋の味覚の一つであ
る栗もドングリの一種ですが、「ドングリの背くらべ」(似たり
よったりという意味)ということわざもあるように、愛好家は別
として、ドングリの種類を見分けるのはなかなか難しいといわれ
ています。
　ところで、皆さんは「どんぐりころころ」という童謡をご存じで
しょう。昔習った頃は２番までで「泣いてはドジョウを困らせた」
で終わっています。なんとなくドングリが「駄々っ子」のような終
わり方で、いささか消化不良気味であり完結していないような
印象が残ります。そのためでしょうか、昭和の後期には、ドング
リが「お山に戻った」という趣旨の３番目の歌詞が作られたほ
か、各地で３番目の歌詞が存在し、4番目の歌詞も作られている
そうです。どれも「ドングリの背くらべ」のように似た内容なの
か、それとも全く違う内容なのかは分かりませんが、新たに歌詞
が付け加えられるという意味では、ユニークな童謡といってよい
かもしれません。

●自転車の側方通過時の危険性
Ｂさん「確かに子どもはコロコロよく動き回るし、お池にはま

るといった危ないことをすることもあるよね」
Ａさん「でも、子どもは何が危ないことかということが分から

ないからね。周りがしっかり注意をしてあげないと」
Ｂさん「そういえばトラックの事故ではないけど、今月の初めに

自転車の後ろに乗っていた子どもが、自転車を止め父
親がカギをかけている間に自転車から降りて、車には
ねられるという事故があったね」

Ａさん「おそらく子どもは車道側に降りたんだろうと思うけど、
車道側に降りるのは危険だということは、子どもには
分からない」

Ｂさん「４歳や５歳になれば、子どもは自分で自転車を乗り降り
できるようになるから、自転車を降りる時は必ず車が
走っていない側、つまり路側帯側から降りるというこ
とをよく教えておかないとね」

Ａさん「一方、車のドライバーも、後ろに子どもを乗せた自転車
が止まった時には、子どもが車道側に降りてくるかもし
れないと考える必要があるよ」

Ｂさん「子どもを乗せた自転車が前を走っていると、ふらつい
たりしないだろうかと思って、追い越す時には結構ヒ
ヤヒヤするけど、自転車が止まれば少しホッとして、一
気に追い越したくなる。そこに危険な落とし穴がある
ということだね」

Ａさん「そうなんだ。自転車は車に追い越してもらうために止
まるわけじゃないからね。しかも、自転車は止まる時
にバランスを崩すことがあるし、そのはずみで後ろに
乗っていた子どもが車道側に投げ出される可能性もあ
る」

Ｂさん「それとは逆に、自転車に乗ろうとしていた高齢者がバ
ランスを崩して車道側に転倒し、前から来た路線バス
にはねられるという事故もあったよ」

Ａさん「前から来たバスにはねられたということは、その自転
車は逆走していたのかもしれないけど、それはともか
く、信号待ちなどで止まっていて、信号が変わったので
ペダルを踏んで走り出そうとする時にバランスを崩す
自転車もあるし、特に高齢者の自転車は注意が必要だ
よ」

●安全な間隔をとるか徐行する
Ｂさん「道路交通法では、歩行者の側方を通過する時は、安全

な間隔をとるか、それができない場合は徐行すること
が義務付けられているね」

Ａさん「自転車の場合も、交通の教則のなかで『追越しなどの
ために自転車のそばを通る時は、自転車のふらつきな
どを予想し、自転車との間に安全な間隔を空けるか、
徐行しなければならない』と定められている」

Ｂさん「安全な間隔とは、最低１メートル以上といわれているけ
ど、自転車が転倒した場合を考えると１メートルではか
なり不安だよね」

Ａさん「どのくらいの間隔が必要かは状況にもよるだろうし、
安全な間隔がとれそうにない時は徐行するしかない。
それに走行している自転車だけじゃなく、停止した自転
車や走り出そうとしている自転車にも十分に目を配る
必要があるね」

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～夜間走行編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  対向車のライトがまぶしいときは、視点をやや右前方に移して
目がくらむのを防ぐ。（ ○・× ）

❷  夜間の走行では、視線はできるだけ先の方へ向け、少しでも早
く前方の障害物を発見する。（ ○・× ）

❸  薄暮時に早めにライトを点灯すると、まぶしいなど他車に迷惑
を与えるので、できるだけ遅く点灯する。（ ○・× ）

❹  自分の車と対向車のライトで、道路の左端付近の歩行者が見え
なくなることがあるので注意する。（ ○・× ）

❺  夜間は速度感が鈍り、速度超過になりがちである。（ ○・× ）

（解答は７面）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
は
、
年
末
年
始
に
向
け
た

事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
11

月
16
日
㈭
か
ら
平
成
30
年
１

月
10
日
㈬
ま
で
の
期
間
、
第

57
回
「
正
し
い
運
転
・
明
る

い
輸
送
運
動
」を
展
開
す
る
。

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
・
労

働
災
害
事
故
の
防
止
、
環
境

保
全
お
よ
び
輸
送
秩
序
の
確

立
に
よ
り
、
円
滑
な
輸
送
の

達
成
を
図
り
、
年
末
年
始
の

輸
送
繁
忙
期
に
お
け
る
安
全

・
安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
。
今
回

の
実
施
計
画
で
は
、
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
事
故
の
過

半
数
を
追
突
事
故
が
占
め
、

か
つ
、
死
亡
事
故
の
３
割
強

が
交
差
点
で
発
生
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
事
故
防
止

に
関
す
る
重
点
項
目
の
ト
ッ

プ
を
「
追
突
事
故
お
よ
び
交

差
点
に
お
け
る
事
故
防
止
の

徹
底
」
と
し
た
。

　

運
動
期
間
中
は
、
経
営
ト

ッ
プ
、
管
理
者
お
よ
び
従
業

員
が
一
体
と
な
り
、
表
に
掲

げ
た
項
目
を
中
心
と
し
た
取

り
組
み
を
行
う
。

と
ら
っ
く
』に
刷
り
込
ん
だ
。

栃
木
県
ト
協
「
ト
ラ
ッ
ク

の
日
」
イ
ベ
ン
ト
を
視
察

第
61
回
広
報
委
員
会

　

10
月
７
日
、
第
61
回
広
報

委
員
会（
小
林
和
男
委
員
長
）

が
栃
木
県
宇
都
宮
市
で
開
催

さ
れ
、
平
成
29
年
度
広
報
事

業
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通

り
承
認
し
た
ほ
か
、
広
報
事

業
に
係
る
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　

翌
８
日
に
は
、「
道
の
駅
う

つ
の
み
や　

ろ
ま
ん
ち
っ
く
村

・
に
ぎ
わ
い
広
場
」
で
開
催

「
危
険
物
荷
卸
し
時
相
互

立
会
い
推
進
全
国
一
斉
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開

タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・

高
圧
ガ
ス
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
タ

ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧
ガ
ス

部
会
（
堀
田
正
二
部
会
長
）

で
は
、
11
月
１
日
㈬
〜
14
日

㈫
の
期
間
で
「
危
険
物
荷
卸

し
時
相
互
立
会
い
推
進
全
国

一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

す
る
。

　

危
険
物
の
荷
卸
し
に
あ
た

っ
て
は
、
混
油
や
誤
注
入
、

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
等
の
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
荷
卸
し
を
行

う
側
と
荷
卸
し
を
受
け
る
側

双
方
の
危
険
物
取
扱
者
が
、

危
険
物
の
油
種
、
量
、
注
入

口
、
タ
ン
ク
の
残
量
等
を
し

っ
か
り
と
確
認
し
、
静
電
気

に
よ
る
災
害
等
を
防
止
す
る

措
置
を
取
っ
た
上
で
行
う
必

要
が
あ
る
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
危

険
物
荷
卸
し
時
の
相
互
立
会

い
の
必
要
性
、
重
要
性
を
周

知
し
、
危
険
物
取
扱
所
等
に

お
け
る
確
実
な
相
互
立
会
い

実
施
の
推
進
を
目
的
に
実
施

さ
れ
る
。

　

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高

圧
ガ
ス
部
会
で
は
、
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
啓
発
チ
ラ
シ（
写

真
）
を
配
布
す
る
な
ど
、
相

互
立
会
い
へ
の
理
解
・
協
力

を
呼
び
か
け
る
。

さ
れ
た
、
栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
よ
る
「
ト
ラ
ッ
ク
の

日
」イ
ベ
ン
ト
を
視
察
し
た
。

　

ま
た
、
各
都
道
府
県
ト
協

か
ら
の
推
薦
に
基
づ
き
、
同

運
動
に
功
績
の
あ
っ
た
事
業

所
お
よ
び
従
業
員
の
表
彰
を

行
う
。

　

な
お
、
全
ト
協
で
は
、
同

運
動
を
推
進
す
る
ほ
か
、
国

土
交
通
省
が
年
末
年
始
に
実

施
す
る
「
安
全
総
点
検
」
へ

の
協
力
も
行
う
。

携
帯
・
ス
マ
ホ
使
用
禁
止

ポ
ス
タ
ー
で
徹
底
呼
び
か
け

　

今
般
、
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
者
が
乗
務
中
に
携
帯

電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

を
使
用
し
、
事
故
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、

「
携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
用
禁
止
の
徹
底
」
を
重

点
項
目
に
追
加
す
る
と
と
も

に
、
ポ
ス
タ
ー
（
写
真
㊤
）

を
制
作
し
、
今
号
の
『
広
報

第61回広報委員会（10月７日、リッチモンドホテ
ル宇都宮駅前アネックス）

栃木県ト協の「トラックの日」イベントを視察した
（10月8日、「道の駅うつのみや  ろまんちっく村・
にぎわい広場」）

（
10
月
15
日
〜
10
月
31
日
）

▽
10
月
17
日

・
第
６
回
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ワ

ー
キ
ン
グ
委
員
会

▽
10
月
21
・
22
日

・
第
49
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

▽
10
月
23
日

・
同
表
彰
式

表 「正しい運転・明るい輸送運動」の実施事項
《①～⑥は重点項目》
① 追突事故および交差点における事故防止の
徹底

②過労運転防止の徹底
③確実な点呼の実施
④飲酒運転および危険ドラッグの根絶
⑤携帯・スマートフォンの使用禁止の徹底
⑥健康診断の受診の徹底
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
⑦荷役作業時の安全確保の徹底
⑧高速道路における事故防止の徹底
⑨車両の安全性確保の徹底
⑩正しい積付け・固縛方法の徹底
⑪エコドライブの推進
⑫運輸安全マネジメントの徹底
⑬安全意識の高揚
⑭輸送品質・サービスの向上

追
突
事
故
、交
差
点
事
故
、　
　

　
　 
過
労
運
転
の
防
止
を
徹
底

第
57
回
「
正
し
い
運
転
・
明
る
い

輸
送
運
動
」
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

【図】アウディe-gas製造の流れ

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

シ
ェ
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱
は
ロ
イ
ヤ
ル

ダ
ッ
チ
シ
ェ
ル
の
１
０
０
％
日
本
法

人
で
、
シ
ェ
ル
グ
ル
ー
プ
に
対
し

て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ
は
長
年
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
Ｌ

Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
を
日

本
の
都
市
ガ
ス
会
社
や
電
力
会

社
に
販
売
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
大
気
環
境
と
地

球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
、

ク
リ
ー
ン
な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
従
来
よ
り

も
さ
ら
に
注
目
を
浴
び
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
で
も
新
た
な
用
途
と
し

て
、
輸
送
用
燃
料
と
し
て
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
の
普
及
に
も
乗
り
出
し
て
い
ま

す
。
シ
ェ
ル
は
欧
米
を
中
心
と
し

て
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
が
Ｌ
Ｎ
Ｇ

を
充
填
で
き
る
ス
タ
ン
ド
の
建
設

・
運
営
を
行
っ
た
り
、
ま
た
Ｌ
Ｎ

Ｇ
を
船
舶
用
燃
料
と
し
て
使
用

し
て
も
ら
う
た
め
に
多
様
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
タ
ー
ミ
ナ
ル
】

　

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
９

月
19
日
㈪
は
、
天
然
ガ
ス
自
動

車
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
し
た
海
外

視
察
の
初
日
で
、
同
日
の
旅
程
や

面
談
先
の
選
定
を
シ
ェ
ル
が
任
さ

れ
ま
し
た
。
皆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

十
分
残
っ
て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
初

日
な
の
で
、
小
職
も
気
合
が
入
り

ま
す
。

　

チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ
ス
で
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｅ（Gas Access to Europe

）

と
い
う
Ｌ
Ｎ
Ｇ
受
入
れ

・
払
い
出
し
を
行
う

タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
向
か
い

ま
す
。
乗
車
し
た
ら

必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ル
の
文
化
で
は
、

Ｈ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
（Health, 

Safety, Security, 
Environm

ent

）
と

い
う
安
全
・
環
境
に

配
慮
し
な
い
従
業
員

は
、
解
雇
さ
れ
て
も

文
句
を
言
え
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
躊
躇
し
て
い
る
暇

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
も
終
わ

り
、
バ
ス
で
の
移
動
も
順
調
か
と

思
い
き
や
、
事
前
に
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
の

住
所
と
地
図
を
メ
ー
ル
で
旅
行
会

社
に
連
絡
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
現
地
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
古

い
地
図
を
み
て
、「
お
前
の
い
う

住
所
は
海
の
中
だ
か
ら
間
違
い

だ
」
と
勝
手
に
判
断
し
、
２
度
も

道
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
時
間

を
ロ
ス
し
た
の
に
は
ま
い
り
ま
し

た
。「
一
体
何
年
前
の
地
図
だ
？

　

埋
め
立
て
た
ん
だ
ろ
う
」
と
心

の
中
で
つ
ぶ
や
き
、
当
初
の
楽
天

的
な
気
分
も
い
さ
さ
か
萎
み
つ
つ

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
見
学
が
始
ま
り
ま
し

た
。
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
地

図
に
も
出
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、

今
や
ち
ゃ
ん
と
存
在
し
拡
張
も
さ

れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
需

要
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
証
左

な
の
だ
ろ
う
と
、
自
分
を
慰
め
ま

す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
で
は
、
海
外
か
ら

大
型
船
で
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
輸
入
し
、

そ
れ
を
小
分
け
し
て
再
輸
出
し
た

り
、
陸
上
で
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

ガ
ス
を
出
荷
し
た
り
、
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
に
液
体
の
ま
ま
積
み
込
ん

で
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
充

填
所
へ
運
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

貨
物
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
１
種
類
で
す
が
、

役
割
と
し
て
は
「
海
の
ト
ラ
ッ
ク

タ
ー
ミ
ナ
ル
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

18
万
㎥
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ン
ク
（
埋

立
地
左
端
）
が
３
つ
あ
る

そ
こ
そ
こ
の
規
模
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
す
が
、
日
本
で

は
全
国
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
受
入
基

地
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
点
で
は
日
本
の
方
が

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
利
用
に
つ
い
て

進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。「
頑
張
れ
、
日
本
」

と
心
の
中
で
思
い
つ
つ
次

回
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
充
填
所
と

オ
ラ
ン
ダ
で
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
普

及
活
動
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

（
写
真
の
石
油
タ
ン
ク
群

は
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
に
隣
接
し

た
別
の
敷
地
内
に
あ
り
ま

す
）

第43回 『海外視察を通じての事例紹介』
～⑤LNG受入基地や充填所などインフラについて（前編）～
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損
害
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
盗

難
車
に
よ
る
事
故
と
同
様
と

考
え
れ
ば
、
政
府
保
障
事
業

に
お
い
て
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
方
向
と
な
っ
た
。

 

同
一
敷
地
内
で
貨
物
、
旅
客

の
運
行
管
理
兼
務
が
可
能
に

輸
送
安
全
規
則
の
解
釈
・

運
用
通
達
一
部
改
正

　

国
土
交
通
省
は
９
月
29

日
、
自
動
車
局
安
全
政
策
課

長
、
貨
物
課
長
お
よ
び
整
備

課
長
連
名
で
「『
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則

の
解
釈
及
び
運
用
に
つ
い
て
』

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
通
達

を
発
出
し
た
。
同
通
達
は
、

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

が
、
一
般
旅
客
自
動
車
運
送

事
業
ま
た
は
特
定
旅
客
自
動

車
運
送
事
業
の
許
可
を
受
け

て
い
る
場
合
で
、
一
般
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
等
と
旅
客

自
動
車
運
送
事
業
に
使
用
す

る
事
業
用
自
動
車
の
運
行
を

管
理
す
る
営
業
所
が
同
一
敷

地
内
に
あ
る
場
合
、
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
と
旅
客
自
動

車
運
送
事
業
の
運
行
管
理
者

資
格
者
証
の
両
方
を
保
有
す

る
運
行
管
理
者
は
、
旅
客
自

動
車
運
送
事
業
の
当
該
営
業

所
の
運
行
管
理
者
ま
た
は
補

助
者
を
兼
務
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
も
の
。 

　

な
お
、
自
動
車
運
送
事
業

の
担
い
手
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
人
口
減
少
に
伴
う
輸

送
需
要
の
減
少
が
深
刻
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
過
疎
地
域

等
で
、
人
流
・
物
流
サ
ー
ビ

ス
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す

る
た
め
、
９
月
１
日
か
ら
、

両
事
業
の
許
可
を
そ
れ
ぞ
れ

取
得
し
た
場
合
に
は
、
乗
合

バ
ス
に
つ
い
て
は
全
国
で
、

ト
ラ
ッ
ク
、
貸
切
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
過
疎
地

域
で
、
一
定
の
条
件
の
下
で

事
業
の
「
か
け
も
ち
」
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

 

輸
出
コ
ン
テ
ナ
の
重
量
確
定

・
情
報
伝
達
で
検
討
会

　

国
土
交
通
省
は
10
月
11

日
、
コ
ン
テ
ナ
総
重
量
精
度

の
維
持
・
向
上
策
や
電
子
的

情
報
の
利
活
用
方
策
な
ど
に

つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、「
国

際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
安
定
的

な
輸
送
確
保
に
関
す
る
検
討

会
」
を
新
た
に
設
置
し
、
初

会
合
を
開
い
た
。

　

全
世
界
的
に
、
国
際
海
上

コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
関
す
る
安

全
対
策
強
化
の
取
り
組
み
や

意
識
の
変
化
が
進
ん
で
お

り
、
主
要
海
運
国
で
あ
る
我

が
国
と
し
て
、
国
内
外
で
の

実
態
調
査
で
も
明
ら
か
に
な

っ
た
課
題
へ
の
対
応
策
の
検

討
を
本
格
化
す
る
も
の
。

　

コ
ン
テ
ナ
重
量
の
誤
申
告

が
原
因
と
み
ら
れ
る
荷
崩
れ

事
故
の
発
生
を
受
け
、
海
上

人
命
安
全
条
約
（
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ

Ｓ
条
約
）
に
船
積
み
前
の
コ

ン
テ
ナ
重
量
の
証
明
義
務
化

が
導
入
さ
れ
た
が
、
昨
年
７

月
の
発
効
か
ら
１
年
以
上
が

経
過
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た

国
内
外
に
お
け
る
実
態
調
査

で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
「
コ

ン
テ
ナ
総
重
量
精
度
の
維
持

・
向
上
策
」
や
「
国
際
的
に

通
用
す
る
標
準
的
な
電
子
的

情
報
の
利
活
用
方
策
」
な
ど

の
課
題
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
た

め
、
学
識
経
験
者
・
関
係
団

体
等
で
構
成
さ
れ
る
「
国
際

海
上
輸
出
コ
ン
テ
ナ
の
安
定

的
な
輸
送
に
必
要
な
重
量
確

定
・
情
報
伝
達
等
の
あ
り
方

に
係
る
検
討
会
」を
設
置
し
、

検
討
を
本
格
化
し
た
も
の
だ
。

　
「
運
輸
業
、
郵
便
業
」
に

お
け
る
労
働
災
害
認
定
事
案

の
う
ち
、
脳
・
心
臓
疾
患
は

４
６
５
件
、
精
神
障
害
は
２

１
４
件
で
あ
っ
た
。

　

自
動
車
運
転
従
事
者
の
う

ち
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
は
深

夜
・
早
朝
を
含
む
運
行
が
多

く
、
運
行
時
刻
が
不
規
則
だ

っ
た
。
ま
た
、
宿
泊
を
伴
う

運
行
や
運
転
以
外
の
荷
役
な

ど
身
体
的
負
荷
の
か
か
る
労

働
が
あ
る
こ
と
も
特
徴
で
あ

っ
た
。

　

脳
・
心
臓
疾
患
の
発
症
時

期
（
自
動
車
運
転
従
事
者
全

体
）
は
、
１
月
〜
３
月
の
厳

寒
期
と
７
月
〜
９
月
の
猛
暑

期
が
多
く
（
表
１
）、
ま
た

雇
用
年
数
（
同
）
で
は
２
年

未
満
と
15
年
以
上
に
被
災
者

が
多
か
っ
た（
表
２
）。ま
た
、

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
事
例
で

は
走
行
中
で
の
発
症
が
多
く

み
ら
れ
る
ほ
か
、
事
業
場
に

お
け
る
荷
扱
い
中
で
の
発
症

が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
っ
た

（
図
１
）。

　

さ
ら
に
、
労
働
安
全
衛
生

法
に
基
づ
き
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
健
康
診
断
に
つ

い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の

健
康
診
断
受
診
率
を
み
る

と
、
厚
労
省
で
実
施
し
て
い

る
25
年
「
労
働
安
全
衛
生
調

査
（
実
態
調
査
）」
で
は
、ト

ラ
ッ
ク
運
転
者
が
含
ま
れ
る

「
輸
送
・
機
械
運
転
従
事

　

年
末
の
繁
忙
期
に
あ
た
る

10
月
〜
12
月
は
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
深
夜
勤
務
回

数
が
多
く
な
る
と
と
も
に
、

者
」
は
95
・
２
％
で
あ
る
と

こ
ろ
、
脳
・
心
臓
疾
患
の
労

災
認
定
が
あ
っ
た
ト
ラ
ッ
ク

運
転
者
は
69
・
２
％
で
あ

り
、
受
診
率
が
低
い
結
果
と

な
っ
て
い
る
（
図
２
）。

休
日
出
勤
も
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
で
は
、
年
末
繁
忙
期
に

お
け
る
疲
労
が
蓄
積
す
る
こ

と
に
よ
り
、
年
明
け
の
厳
寒

期
で
あ
る
１
月
〜
３
月
に
脳

・
心
臓
疾
患
の
発
症
数
が
増

加
す
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　

そ
の
た
め
、
10
月
〜
12
月

の
休
日
労
働
や
深
夜
勤
務
の

削
減
を
行
う
な
ど
、
繁
閑
の

差
を
緩
和
す
る
こ
と
が
、
過

労
死
等
の
防
止
に
有
効
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
脳
・
心
臓
疾
患
は

雇
用
年
数
「
２
年
未
満
」

「
15
年
以
上
」
の
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
で
の
発
症
が
多

く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

該
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
の

健
康
維
持
へ
の
働
き
か
け
も

有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
健
康

診
断
を
適
切
に
受
診
さ
せ
る

の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
精
密

検
査
が
必
要
な
者
・
治
療
が

必
要
な
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
欠

か
さ
な
い
こ
と
も
、
過
労
死

等
の
防
止
に
は
大
切
で
あ
る
。

 

自
動
運
転
の
損
害
賠
償

運
行
供
用
者
責
任
を
維
持

　

国
土
交
通
省
は
９
月
27

日
、
第
４
回
「
自
動
運
転
に

お
け
る
損
害
賠
償
責
任
に
関

す
る
研
究
会
」
を
開
き
、
論

点
整
理
を
行
っ
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
欠
陥
に
よ
る

事
故
の
損
害
に
つ
い
て
、
誰

が
責
任
を
負
担
す
べ
き
か
を

３
案
検
討
し
た
結
果
、
自
動

車
損
害
賠
償
保
障
法
の
責
任

主
体
で
あ
る
従
来
か
ら
の

「
運
行
供
用
者
」
責
任
を
維

持
し
つ
つ
、
保
険
会
社
等
か

ら
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
対
す

る
求
償
権
行
使
に
つ
い
て
、

実
効
性
確
保
の
た
め
の
仕
組

み
を
検
討
す
る
案
が
有
力
と

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ハ
ッ
キ
ン
グ
に
よ

り
引
き
起
こ
さ
れ
た
事
故
の

 

新
東
名
最
高
速
度

１
１
０
㌔
㍍
へ

11
月
1
日
午
前
10
時
か
ら

　

静
岡
県
警
察
は
９
月
28

日
、
新
東
名
高
速
道
路
の
新

静
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ

Ｃ
）
〜
森
掛
川
Ｉ
Ｃ
間
の
上

下
線
約
50
㌔
㍍
に
つ
い
て
、

11
月
１
日
午
前
10
時
か
ら
最

高
速
度
を
試
験
的
に
時
速
１

１
０
㌔
㍍
へ
引
き
上
げ
る
と

発
表
し
た
。
最
低
で
も
１
年

間
は
試
行
を
続
け
、
交
通
事

故
発
生
状
況
や
実
勢
速
度
を

分
析
し
た
上
で
、
最
高
速
度

１
２
０
㌔
㍍
へ
の
引
き
上
げ

や
他
の
地
域
で
の
引
き
上
げ

を
検
討
す
る
。

　

１
１
０
㌔
㍍
で
走
行
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
は
、
現
行

で
最
高
速
度
が
１
０
０
㌔
㍍

の
普
通
乗
用
車
や
軽
乗
用

車
、
大
型
バ
ス
、
排
気
量
１

２
５
cc
超
の
バ
イ
ク
な
ど
で
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
、

三
輪
バ
イ
ク
な
ど
は
時
速
80

㌔
㍍
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
る
。

　

同
県
警
で
は
最
高
速
度
引

き
上
げ
に
伴
っ
て
、
１
１
０

㌔
㍍
へ
引
き
上
げ
さ
れ
る
車

両
用
と
80
㌔
㍍
に
据
え
置
か

れ
る
車
両
用
の
２
種
類
の
標

識
（
図
）
を
新
た
に
設
置
す

る
ほ
か
、
終
了
地
点
に
看
板

を
掲
げ
る
な
ど
し
て
ド
ラ
イ

バ
ー
に
注
意
喚
起
す
る
と
し

て
い
る
。

　

車
両
同
士
の
速
度
差
が
20

㌔
㍍
か
ら
30
㌔
㍍
へ
と
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
広
が
る
こ
と

で
、
事
故
が
増
加
す
る
の
を

防
ぐ
た
め
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
に
つ
い
て
は
片
側
３
車

線
区
間
が
10
㌔
㍍
以
上
連
続

す
る
上
り
線
２
区
間
、
下
り

線
３
区
間
で
、
道
路
左
端
の

第
１
通
行
帯
を
走
行
す
る
よ

う
指
定
す
る
交
通
規
制
を
実

施
す
る
。
な
お
、
追
い
越
し

を
す
る
場
合
な
ど
は
、
隣
の

第
２
通
行
帯
で
の
走
行
が
認

め
ら
れ
る
。

れ
た
状
態
」と
は
、山
間
部
、

海
上
等
の
う
ち
、
指
定
さ
れ

た
空
域
の
飛
行
に
よ
る
物
流

拠
点
間
の
輸
送
な
ど
で
、
ま

ず
２
地
点
間
・
単
機
運
航
の

ケ
ー
ス
に
お
け
る
要
件
に
つ

い
て
検
討
し
、
続
い
て
２
地

点
間
・
複
数
機
運
航
の
ケ
ー

ス
に
お
け
る
要
件
を
検
討
す

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
多
地
点
間
・

複
数
機
運
航
の
ケ
ー
ス
、
災

害
時
等
の
ケ
ー
ス
、
第
三
者

上
空
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
要

件
に
つ
い
て
、
論
点
を
整
理

す
る
。

　
「
有
人
機
と
同
じ
空
域
を

共
有
す
る
場
合
」
と
は
、
災

害
時
等
に
お
い
て
山
間
部
、

海
上
等
の
飛
行
に
よ
る
物
資

輸
送
拠
点
間
等
の
輸
送
や
、

宅
地
・
市
街
地
等
の
飛
行
に

よ
る
宅
配
が
該
当
す
る
。

今
年
度
要
件
を
検
討
へ

ド
ロ
ー
ン
の
目
視
外

飛
行

　

国
土
交
通
省
は
、「
無
人

航
空
機
の
目
視
外
及
び
第
三

者
上
空
等
で
の
飛
行
に
関
す

る
検
討
会
」
に
、
物
流
分
科

会
を
設
置
し
、
10
月
４
日
に

初
会
合
を
開
い
た
。

　

今
年
度
は
、
無
人
航
空
機

（
ド
ロ
ー
ン
）に
関
し
て
、「
無

人
地
帯
、
有
人
機
と
空
域
分

離
さ
れ
た
状
態
で
の
目
視
外

飛
行
」
に
係
る
要
件
を
検
討

す
る
ほ
か
、「
無
人
地
帯
、

有
人
機
と
同
じ
空
域
に
お
け

る
目
視
外
飛
行
」、「
第
三
者

上
空
に
お
け
る
目
視
外
飛

行
」に
係
る
要
件
に
つ
い
て
、

検
討
す
べ
き
論
点
を
整
理
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
有
人
機
と
空
域
分
離
さ

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
６
日
、

「
平
成
29
年
版
過
労
死
等
防

止
対
策
白
書
」を
公
表
し
た
。

　

今
回
で
２
回
目
の
発
行
と

な
る
同
白
書
で
は
、
過
労
死

等
が
多
く
発
生
し
て
い
る
と

指
摘
の
あ
る
自
動
車
運
転
従

事
者
や
外
食
産
業
を
重
点
業

種
と
す
る
分
析
を
実
施
（
詳

細
別
項
）。
ま
た
、
27
年
度

調
査
結
果
の
分
析
な
ど
か
ら
、

「
労
働
時
間
を
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
」
が
「
残
業
時
間

の
減
少
」
や
「
年
休
取
得
日

数
の
増
加
」、「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
状
態
の
良
好
化
」
に

資
す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
残

業
手
当
を
全
額
支
給
す
る
こ

と
」
が
「
年
休
取
得
日
数
の

増
加
」「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

状
態
の
良
好
化
」
に
資
す
る

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

併
せ
て
、「『
過
労
死
等
ゼ

ロ
』
緊
急
対
策
」（
28
年
12

月
26
日
に
厚
労
省
「
長
時
間

労
働
削
減
推
進
本
部
」
に
よ

 

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
初
認
定

ド
ラ
イ
バ
ー
運
転
時
間
を

省
力
化

　

国
土
交
通
、
経
済
産
業
両

省
は
９
月
26
日
、
改
正
物
流

総
合
効
率
化
法
に
基
づ
く
モ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
計
画
５
件
を

共
同
で
初
認
定
し
た
。

り
決
定
）
や
「
働
き
方
改
革

実
行
計
画
」（
29
年
３
月
28

日
に
政
府
「
働
き
方
改
革
実

現
会
議
」
に
よ
り
決
定
）
な

ど
、
昨
年
度
に
お
け
る
過
労

死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
、
船
舶
や
鉄
道

へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
よ

り
、
５
０
０
㌔
㍍
〜
１
２
０
０

㌔
㍍
程
度
の
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
輸
送
距
離
が
１
０
０
㌔
㍍

程
度
に
短
縮
さ
れ
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
と
と
も
に
、

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

転
時
間
を
年
間
１
３
３
０
時

間
〜
８
５
８
６
時
間
省
力
化

す
る
。

　

５
件
中
４
件
が
海
上
輸
送

へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
で
、

定
期
旅
客
フ
ェ
リ
ー
を
利
用

し
た
も
の
が
２
件
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
船
に
よ
る
も
の
が
２
件
と

な
っ
て
い
る
。

自
動
車
運
転
従
事
者
な
ど
　
　
　
　  

過
労
死
が
多
い
業
種
の
実
情
を
調
査

29
年
版 

過
労
死
等
防
止
対
策
白
書

表１　被災者の脳・心臓疾患の発症月（上段：％、下段：件）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

全体
（ｎ=415）

10.1 9.9 9.6 7.0 7.2 8.0 9.4 9.4 8.9 6.3 7.0 7.2 

42 41 40 29 30 33 39 39 37 26 29 30

（注）「運輸、郵便業」のうち、自動車運転従事者であって、運転業務が脳・心臓疾患の原因となった事案を集計
（資料出所）労働安全衛生研究所過労死等調査研究センター
　　　　　　「平成 28年度過労死等の実態解明と防止対策に関する総合的な労働安全衛生研究」

表２　被災者の雇用年から脳・心臓疾患までの期間（上段：％、下段：件）

全体
（ｎ=409）

1年未満 1年以上
2年未満

2年以上
3年未満

3年以上
4年未満

4年以上
5年未満

5年以上
6年未満

6年以上
7年未満

7年以上
8年未満

14.4 12.0 8.1 6.8 6.4 5.6 3.2 6.4 

59 49 33 28 26 23 13 26

8年以上
9年未満

9年以上
10年未満

10年以上
11年未満

11年以上
12年未満

12年以上
13年未満

13年以上
14年未満

14年以上
15年未満 15年以上

3.2 3.7 4.6 1.7 2.7 1.2 2.0 18.1 

13 15 19 7 11 5 8 74

（注） 「運輸、郵便業」のうち、自動車運転従事者であって、被災者の雇用年から発症年までの期間が把握できなか
った事案を除く

（資料出所）労働安全衛生研究所過労死等調査研究センター
　　　　　　「平成 28年度過労死等の実態解明と防止対策に関する総合的な労働安全衛生研究」

図１　トラック運転者の脳・心臓疾患発症時の状況

図２　トラック運転者（労災認定事案）の健康診断受診率

「
年
末
繁
忙
期
の
疲
労
」が
引
き
金
と
な
り

「
年
初
に
発
症
」す
る
事
例
が
多
発
！

「
平
成
29
年
版
過
労
死
等
防
止
対
策
白
書
」
よ
り

て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
る
。

　

一
方
、
全
ト
協
・
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
国
交
省

周
知
チ
ラ
シ
を
折
り
込
み

標
準
運
送
約
款
改
正
お
よ
び

新
・
荷
主
勧
告
制
度

　

国
土
交
通
省
と
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
７
月
１

日
に
運
用
を
開
始
し
た
新
た

な
荷
主
勧
告
制
度
と
、
11
月

４
日
に
施
行
さ
れ
る
標
準
貨

物
自
動
車
運
送
約
款
の
内
容

に
つ
い
て
周
知
す
る
チ
ラ
シ

を
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
、
今
号

の
『
広
報
と
ら
っ
く
』
に
折

り
込
ん
で
い
る
（
写
真
）。

　

全
ト
協
・
全
国
貨
物
自
動

車
運
送
適
正
化
事
業
実
施
機

関
・
国
土
交
通
省
の
連
名
で

制
作
さ
れ
た
荷
主
勧
告
制
度

に
係
る
チ
ラ
シ
で
は
、
制
度

の
概
要
や
、
荷
主
勧
告
に
該

当
す
る
事
案
の
具
体
例
な
ど

を
図
表
や
イ
ラ
ス
ト
を
交
え

22
年
１
月
〜
27
年
３
月
に
お
け
る

労
働
災
害
認
定
事
案
の
分
析
結
果
か
ら

過
労
死
等
の
防
止
に
有
効
な

年
末
繁
忙
期
の
「
繁
閑
の
差
の
緩
和
」

詳しくは、国土交通省のHP（http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk4_000007.html）をご参照ください。

「荷主勧告制度」とは？
　「荷主勧告」は、貨物自動車運送事業法第64条に基づき、トラック運送事業者の過積載運行や過労運転防止措置
義務違反等の違反行為に対し行政処分を行う場合に、当該違反行為が荷主の指示によるなど主として荷主の行為に
起因するものと認められるときは、国土交通大臣が当該荷主に対し違反行為の再発防止のための適当な措置を執る
べきことを勧告するもの。
　勧告を発動した場合には、当該荷主名及び事案の概要を公表します。
　また、法律に基づく勧告のほか、①勧告には至らないものの違反行為への関与が認められる荷主に対する「警告」、
②関係機関からの法令違反情報等をもとに関係する荷主を特定し早期に働きかけを行う「協力要請」といった措置
を通達により設けています。

荷主勧告を発動 荷主名の公表

調査の結果、上記の事例に
該当する場合

荷主勧告に該当すると想定される荷主の主体的な関与の具体例荷主勧告に該当すると想定される荷主の主体的な関与の具体例

荷主の関与についての調査（荷主勧告該当性調査）を実施

悪いね～
もう少し待っててええ～

またですか

改善して
くださいって
お願いしたのに…

高速代をくれないと
間に合わないよ…

３時までに
届けてね
時間厳守だよ

❶荷待ち時間の恒常的な発生 ❷非合理な到着時刻の設定

❸やむを得ない遅延に対するペナルティ ❹重量違反等となるような依頼

遅いよ！
買い取って
もらうからね

突然の大雪で
遅くなりました…

重量オーバーに
なるかもしれないけど
これも頼むよ

はい…

断れないし
仕方ない

トラック運送事業者の法令違反行為に

荷主の関与が判明すると荷主名が公表されます！

荷主の関与の判断基準を明確化するとともに、荷主へ早期に協力要請を行うなど、
新たな荷主勧告制度の運用を平成29年7月1日から開始しました。

トラック運送事業者の法令違反行為

新たな荷主勧告制度の概要

●❶｢ドライバーの労働時間のルール違反｣（過労運転防止措置義務違反）

●❷「道路法（車両制限令）違反」（車両の総重量、軸重等の一般的制限値又は許可値を超える車両の運行）
●❸「道路交通法違反｣（過積載運行、速度超過等）

労働時間の主なルール（平成13年8月20日 国土交通省告示第1365号）
・1 日 原則 13 時間以内
 最大 16 時間以内（15時間超えは１週間2回以内）
・1 か月　293 時間以内

・継続８時間以上

・2 日平均で、1 日あたり9 時間以内
・2 週間平均で、1 週間あたり44 時間以内

　　

 ・4 時間以内

拘 束 時 間
（始業から終業までの時間）

休 息 期 間
（勤務と次の勤務の間の自由な時間）

運 転 時 間

連 続 運 転 時 間

全国貨物自動車運送適正化事業実施機関

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
法
令
違
反
行
為

荷
主
の
関
与
の
調
査

荷主が指示するなど主体的な関与が
認められる場合
※荷主の主体的な関与の具体例を明示（裏面参照）

主体的ではないが
荷主の関与が
あった場合

３年以内に
同様の事案が
再発した場合

荷

主

勧

告

：今回の運用見直し箇所

荷
主
へ
早
期
に
協
力
要
請 

警

　告

荷主の皆様へ…

トラック事業者が行うべきこと

運賃・料金表の変更届出を行う
▶「積込料」「取卸料」「待機時間料」を新たに設定する必要があります。

新標準約款を営業所に掲示する
▶約款を掲示していない場合、罰則の対象となります。

荷主に行っていただきたいこと

運送以外の役務等が生じる場合はトラック事業者に
その対価となる料金を支払う。
▶運送状に記載がない作業や荷待ち時間が発生した場合においても
　料金を支払う必要があります。

都道府県トラック協会

北海道運輸局貨物課 ☎ 011-290-2743

東北運輸局貨物課 ☎ 022-791-7531

関東運輸局貨物課 ☎ 045-211-7248

北陸信越運輸局貨物課 ☎ 025-285-9154

中部運輸局貨物課 ☎ 052-952-8037

近畿運輸局貨物課 ☎ 06-6949-6447

中国運輸局貨物課 ☎ 082-228-3438

四国運輸局貨物課 ☎ 087-835-6365

九州運輸局貨物課 ☎ 092-472-2528

沖縄総合事務局陸上交通課 ☎ 098-866-1836

問 合 せ 先

国土交通省貨物課 ☎ 03-5253-8575

または、全日本トラック協会、お近くの都道府県トラック協会へお問い合わせください。

運送状に「運賃」と「料金」を区別して記載する。
▶運賃とは別に積込み・取卸し、附帯業務の料金を記載する必要が
　あります。

平成29年11月4日よりトラック運送における

標準貨物自動車運送約款等の改正概要
❶ 「運賃」と「料金」の区別を明確化します

❷ 「待機時間料」を新たに規定します

❸ 附帯業務の内容をより明確化します
附帯業務の内容に「棚入れ」、

「ラベル貼り」等※を追加します。

荷主都合による
荷待ち時間の対価を

「待機時間料」とします。

運賃が運送の対価であることを明確化します。

※その他追加する附帯業務：「横持ち」、「縦持ち」、
　「はい作業（倉庫等において箱等を一定の方法で
　規則正しく積み上げたり崩したりする作業）」

標準貨物自動車運送約款とは？

都道府県トラック協会

国土交通省が制定するトラック事業者と荷主の契約書のひな形です。

運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。運賃・料金の収受ルールが変わります。

荷待ち時間が
発生した場合には
待機時間料が
かかります

改
正
後

料　金（運送以外の役務等の対価）運　賃（運送の対価のみ）
附 帯 業 務 積込み・取卸し 荷待ち時間運　　　送

わかりました

今後は荷待ち時間が
発生しないよう
努力します

＋

改
正
前

運　賃（範囲が不明確）
附　帯　業　務 積込み・取卸し 荷待ち時間運　　　送

の
連
名
で
制
作
さ
れ
た
標
準

運
送
約
款
改
正
に
係
る
チ
ラ

シ
で
は
、
運
賃
・
料
金
の
区

別
の
明
確
化
と
い
っ
た
改
正

概
要
と
と
も
に
、
改
正
に
あ

た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
と
荷
主
が
行
う
べ
き
事
項

を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
形
式
に

ま
と
め
て
い
る
。

　

な
お
、
国
交
省
と
全
ト
協

で
は
経
済
産
業
省
・
農
林
水

産
省
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ

ら
の
チ
ラ
シ
を
荷
主
業
界
団

体
等
に
も
配
布
し
、
周
知
を

図
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
ま
と
め
て
い
る
「
過
労
死
等
防
止
対
策

白
書
」
で
は
、「
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に
関
す

る
大
綱
」
の
中
で
、「
過
労
死
等
が
多
く
発
生
し
て
い
る

と
の
指
摘
が
あ
る
」
業
種
・
職
種
と
し
て
自
動
車
運
転
従

事
者
な
ど
５
業
種
・
職
種
を
挙
げ
、
よ
り
過
労
死
等
の
全

体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
、
結
果
を
公

表
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た「
平
成
29
年
版
」（
詳

細
別
項
）
で
は
、
自
動
車
運
転
従
事
者
に
お
け
る
調
査
・

分
析
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
は
同
内
容
に
つ
い
て
、
特
に
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
状
況
に
注
目
し
て
み
て
い
く
。
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オ
体
操
を
行
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
普
段
違
う
職
場
で

働
い
て
い
る
社
員
同
士
が
、

会
話
を
し
な
が
ら
体
操
を
行

う
こ
と
で
、
社
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
ら
に

深
ま
る
の
と
同
時
に
、
体
を

動
か
す
こ
と
で
腰
痛
予
防
・

労
働
災
害
防
止
に
も
繋
が
り

ま
す
。

③
社
内
報
「
躍や

く
ぜ
ん然
」
に
よ
る

健
康
へ
の
意
識
向
上

　

19
年
か
ら
社
内
報「
躍
然
」

を
発
行
し
、
給
与
支
給
日
に

毎
月
１
度
、
給
与
袋
に
入
れ

て
配
布
し
て
い
ま
す
。
社
内

報
で
は
健
康
情
報
を
掲
載

し
、
社
員
本
人
だ
け
で
な
く

　

始
め
た
当
初
は
、「
業
務

後
の
疲
れ
て
い
る
状
態
で
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
翌
日
の

業
務
に
支
障
が
出
る
の
で
は

な
い
か
」
と
懸
念
を
抱
き
ま

し
た
が
、
始
ま
っ
て
み
る
と

社
員
た
ち
は
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
じ
て
、
社
内
で
の

会
話
や
笑
顔
が
増
え
、
社
員

定
着
率
が
向
上
す
る
と
と
も

に
、
事
故
率
も
減
少
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
じ
チ
ー
ム
で

活
動
す
る
こ
と
で
、
社
員
同

士
が
お
互
い
を
理
解
し
認
め

合
う
関
係
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
情
報

共
有
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、

境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
次

の
こ
と
を
行
い
ま
し
た
。

①
検
診
車
を
手
配
す
る
と
と

も
に
、
点
呼
時
に
ド
ラ
イ
バ

ー
に
声
か
け
を
行
う
な
ど
検

診
車
の
巡
回
日
程
を
早
め
に

周
知
さ
せ
、
一
定
期
間
中
に

健
康
診
断
を
受
診
さ
せ
る

②
再
検
査
や
要
治
療
者
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
対
応
と
し
て
、
該

当
者
に
は
「
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
」
に
よ
る
通
知
を
行
っ
て

受
診
を
促
し
た
ほ
か
、
保
健

師
に
よ
る
保
健
指
導
を
実
施

　

保
健
師
に
よ
る
保
健
指
導

で
は
、
該
当
者
と
保
健
師
が

一
緒
に
な
っ
て
生
活
習
慣
改

善
の
行
動
計
画
を
立
案
し
ま

家
族
に
も
読
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
で
、
家
庭
で
の
健
康
に

対
す
る
理
解
も
深
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
過
去
の
内

容
と
同
じ
内
容
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
担
当
し
て
い
る
管

理
部
の
女
性
部
員
が
新
し
い

情
報
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

紙
面
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

④
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

実
施

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
を
行
う

こ
と
の
で
き
る
ペ
ー
ジ
を
、

自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
社
員

専
用
サ
イ
ト
内
で
運
用
し
て

「
報
告
・
連
絡
・
相
談
」
の

精
度
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
チ
ー
ム
と
し
て
目

標
を
共
有
し
、
達
成
感
を
得

る
こ
と
で
、
社
員
の
仕
事
に

対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

向
上
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
当
社
に
は
マ
ラ

ソ
ン
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
が
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
の
で
は

な
く
、
何
人
も
の
メ
ン
バ
ー

が
襷た

す
き

を
繋
い
で
い
く
「
リ
レ

ー
マ
ラ
ソ
ン
」
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に

は
、
社
員
だ
け
で
は
な
く
そ

の
家
族
も
多
く
参
加
し
て
い

ま
す
。
社
員
や
家
族
へ
の
想

い
を
そ
れ
ぞ
れ
が
襷
に
込
め
、

そ
れ
を
繋
い
で
い
く
こ
と
で
、

よ
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
深
ま

っ
て
い
き
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
ブ
ロ
グ
な
ど
で
積
極
的
に

情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
情
報
に
触
れ
る
こ
と

で
、
当
社
や
当
社
社
員
と
価

値
観
の
近
い
人
た
ち
が
、
当

社
の
求
人
募
集
に
数
多
く
応

募
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
社
員
全
員

が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
な
職
場
環
境
に
し

て
い
き
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

通
じ
て
社
員
の
健
康
維
持
を

促
進
さ
せ
る
こ
と
で
、
健
康

起
因
事
故
の
防
止
に
努
め
て

い
き
た
い
で
す
。

す
。
こ
の
時
に
、
該
当
者
は

生
活
改
善
に
向
け
て
取
り
組

む
事
柄
を
保
健
師
に
対
し
て

宣
言
。
６
か
月
後
に
再
度
面

談
を
行
い
、
宣
言
し
た
内
容

が
達
成
で
き
た
か
ど
う
か
を

再
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
、
継

続
的
な
健
康
対
策
の
実
施
を

促
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
完
全
分
煙
対
策
と

し
て
、
事
務
所
の
外
に
喫
煙

場
所
を
設
置
し
た
ほ
か
、
禁

煙
を
促
す
よ
う
な
ポ
ス
タ
ー

を
社
内
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
は
、
経
済
産

業
省
に
よ
る
「
健
康
経
営
優

良
法
人
」
中
小
規
模
法
人
部

門
認
定
法
人
と
し
て
認
定
を

い
ま
す
。
個
人
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
社
員
が
時

間
や
場
所
を
選
ば
ず
に
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
参
加
率
は
95
％
と

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
10
年
ぶ
り
に
「
全
社
安
全

大
会
」
を
開
催

　

社
員
に
対
し
て
、
健
康
と

安
全
へ
の
取
り
組
み
に
敬
意

と
謝
意
を
表
す
べ
く
、「
永

年
勤
続
」「
無
事
故
表
彰
」

等
を
実
施
し
ま
し
た
。
併
せ

て
、
社
員
研
修
も
実
施
し
、

目
指
す
べ
き
方
向
性
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
社
と
し
て
は
、
目
標
と

し
て
い
る
「
お
客
様
に
選
ば

れ
る
企
業
へ
」
の
実
現
に
向

け
て
、
今
後
も
健
康
へ
の
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

取
得
。「
健
康
推
進
リ
ー
ダ

ー
の
選
任
（
２
人
）」
な
ど
、

社
内
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
４
月
と

10
月
の
年
２
回
実
施
す
る

「
安
全
大
会
」
は
、
テ
ー
マ

に
「
健
康
」
を
取
り
入
れ
、

協
会
け
ん
ぽ
静
岡
支
部
の
保

健
指
導
士
に
よ
る
講
演
や
、

腰
痛
予
防
体
操
の
実
演
な
ど

を
通
じ
て
、
社
員
一
人
ひ
と

り
が
自
身
の
健
康
を
考
え
る

機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
は
、
健
康
推

進
リ
ー
ダ
ー
の
提
案
を
受

け
、
社
員
の
食
生
活
・
飲
酒

・
睡
眠
時
間
・
喫
煙
等
の
生

活
習
慣
に
関
す
る
社
内
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
社
員
の
生

活
習
慣
の
実
態
を
知
る
こ
と

で
、
健
康
維
持
に
向
け
て
会

社
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
け
ば
い
い
の
か
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
毎
日
の
点
呼

の
充
実
化
も
図
っ
て
い
ま
す
。

点
呼
は
「
健
康
把
握
の
最
重

要
ポ
イ
ン
ト
」
で
す
。
点
呼

を
通
じ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

「
睡
眠
時
間
・
体
調
・
服
薬

の
状
態
」
や
「
態
度
・
顔
色

・
身
だ
し
な
み
」
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
毎
日
の
中
で
の
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ

り
、
当
社
の
中
で
も
変
化
が

出
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
社

員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
活
発
化
し
て
き
ま
し
た
。

社
員
の
話
題
も
、こ
れ
ま
で
は

「
不
健
康
自
慢
」
が
多
か
っ

た
の
が
、
体
重
１
０
０
㌔
㌘

超
の
社
員
が
「
生
活
習
慣
を

改
善
し
た
」
結
果
ス
リ
ム
に

な
っ
た
の
を
機
に
、「
自
分
は

健
康
維
持
の
た
め
に
こ
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

「
健
康
自
慢
」
へ
と
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

社
員
に
対
し
て
「
い
つ
ま

で
も
健
康
で
い
て
ほ
し
い
」

と
考
え
、
健
康
へ
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
で
、
社
員
の
意
識
も
変

わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

当
社
は
今
年
で
設
立
57
周

年
を
迎
え
ま
す
が
、
か
つ
て

は
売
上
を
重
視
す
る
あ
ま

り
、
安
全
管
理
が
会
社
か
ら

の
一
方
通
行
に
な
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
社
員
と
の
関
係
が
悪
化

し
、
交
通
事
故
も
増
加
。
そ

れ
に
伴
っ
て
業
績
が
低
迷
す

る
な
ど
、
悪
循
環
に
陥
っ
て

い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
悪
循
環
を
断
ち

切
る
べ
く
、
当
社
で
は
「
健

康
管
理
な
く
し
て
安
全
管
理

な
し
」
と
考
え
方
を
改
め
、

「
お
客
様
に
選
ば
れ
る
企
業

へ
」
を
目
標
に
、
社
員
一
人

ひ
と
り
が「
心
と
体
の
健
康
」

に
向
け
て
取
り
組
む
よ
う
に

し
ま
し
た
。
会
社
と
し
て
向

か
う
べ
き
方
向
性
が
統
一
さ

れ
た
こ
と
で
、
輸
送
品
質
が

　

安
全
へ
の
取
り
組
み
は
従

来
か
ら
行
っ
て
き
て
は
い
ま

し
た
が
、
以
前
は
会
社
と
し

て
目
指
す
姿
や
方
向
性
が
曖

昧
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
事

故
が
起
こ
っ
て
か
ら
の
事
後

対
応
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
改

善
す
べ
く
、
当
社
で
は
経
営

方
針
の
発
表
を
き
っ
か
け
に

「
品
質
向
上
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、
業
務
内
容
別

に
少
人
数
制
の
班
（
12
班
）

が
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
品

質
向
上
委
員
会
で
は
、
各
班

長
が
中
心
と
な
り
、
事
故
防

止
や
品
質
向
上
に
向
け
た
改

善
活
動
を
企
画
し
て
運
営
。

委
員
会
で
決
ま
っ
た
内
容
は
、

毎
月
行
わ
れ
る
班
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
、
班
の
メ
ン
バ
ー
に

向
上
し
、
事
故
も
減
少
。
平

成
28
年
に
は
創
業
以
来
最
高

益
を
達
成
す
る
な
ど
業
績
が

回
復
し
た
こ
と
で
、
社
員
と

の
関
係
も
良
く
な
り
、
社
内

の
雰
囲
気
も
見
違
え
る
よ
う

に
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　

当
社
に
お
け
る
健
康
へ
の

取
り
組
み
は
、次
の
通
り
で
す
。

①
点
呼
時
（
出
庫
・
帰
庫
）

に
血
圧
測
定
を
実
施

　

社
員
全
員
に
社
員
手
帳
を

配
布
し
、
血
圧
の
数
値
を
手

帳
に
記
入
さ
せ
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
の
血
圧
の
状
態
を

把
握
す
る
こ
と
で
、
ド
ラ
イ

バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
自
身
の

健
康
へ
の
関
心
を
も
た
せ
る

も
情
報
共
有
さ
れ
ま
す
。

　

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て

進
め
ら
れ
た
取
り
組
み
内
容

は
、
主
に
次
の
通
り
で
す
。

①
「
ツ
カ
サ
３
ル
ー
ル
」（
い

つ
で
も
輪
止
め
・
ラ
イ
ト
オ

ン
・
後
方
安
全
確
認
）
の
策

定②
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

の
自
覚
を
高
め
る
と
と
も
に
、

社
員
と
の
繋
が
り
も
意
識
さ

せ
る
「
リ
ス
ト
バ
ン
ド
」
の

作
成
、
全
社
員
に
よ
る
装
着

③
日
頃
感
謝
し
た
こ
と
、
感

謝
さ
れ
た
こ
と
を
ま
と
め
て

掲
示
す
る
「
あ
り
が
と
う
日

報
」
の
運
用

④
地
域
の
清
掃
活
動
へ
の
積

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
管
理
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー

の
血
圧
や
健
康
状
態
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

と
の
会
話
の
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
。
血
圧
の
話
題
を

皮
切
り
に
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
や
量
が

増
加
し
、
日
々
の
食
事
や
運

動
、
家
族
や
趣
味
な
ど
の
話

題
に
発
展
し
、
社
員
同
士
の

心
が
通
い
合
う
と
い
っ
た
効

果
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
毎
朝
行
う
ラ
ジ
オ
体
操

　

北
上
市
内
に
は
当
社
の
物

流
拠
点
が
２
か
所
あ
り
ま
す

が
、
そ
こ
で
働
く
社
員
が
１

か
所
に
集
ま
り
、
毎
朝
ラ
ジ

極
参
加

　

と
こ
ろ
で
、
当
社
で
は
会

社
主
催
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
２
つ
の
野
球
チ

ー
ム
、フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
、

マ
ラ
ソ
ン
チ
ー
ム
が
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

社
風
が
特
徴
的
で
し
た
が
、

次
第
に
社
員
数
が
増
加
し
た

こ
と
で
、
会
社
と
社
員
と
の

間
に
距
離
感
が
生
じ
て
い
た

時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
距
離
感
を
縮
め
、
社
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

向
上
を
図
る
た
め
に
、
活
動

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
社
で
は「
定
着
率
改
善
」

「
高
齢
化
対
策
」「
事
故
防

止
」
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
に
対
し
て
十
分
な
コ

ス
ト
が
か
け
ら
れ
な
い
の
が

現
実
で
し
た
。
そ
の
時
、
全

国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
静
岡
支
部
か
ら
「
健

康
診
断
の
運
用
と
結
果
の
活

用
」
に
つ
い
て
ご
提
案
を
い

た
だ
き
、
社
員
に
対
す
る
健

康
管
理
へ
の
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
を
行
う
に
あ
た

っ
て
、
ま
ず
当
社
で
は
「
ふ

じ
の
く
に
健
康
宣
言
」
を
行

い
、「
健
診
受
診
に
関
す
る

体
制
づ
く
り
」
を
進
め
る
方

針
を
社
内
外
に
示
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
定
期
健
康
診

断
内
容
の
見
直
し
と
受
診
環

分
科
会
報
告

特
集
特
集
特
集

コーディネーター

高
た か や な ぎ

柳 勝
か つ じ

二
㈱プロデキューブ

代表取締役

「健康起因事故等交通事故防止対策の推進について」

第
１
分
科
会

北上運輸㈱　荒川寛 取締役統括部長
本社／ 岩手県北上市

町分 2地割 120-1
資本金／ 1,500 万円
従業員数／ 102 人

設立／ 昭和 36年 5月 車両数／ 50台

㈱ツカサ　坂池克彦 専務取締役
本社／ 石川県金沢市

古府 3-107
資本金／ 1,000 万円
従業員数／ 70人

設立／ 平成 2年 8月 車両数／ 58台

㈱アトランス　渡辺次彦 代表取締役社長
本社／ 静岡県浜松市東区

中里町 639
資本金／ 1,000 万円
従業員数／ 47人

設立／ 昭和 57年 10月 車両数／ 40台

パネリスト（プロフィール）

プレゼンテーションテーマ

第
22
回 

全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会

「
健
康
診
断
の
運
用
と
結
果
の
活
用
」に
よ
り
健
康
へ
の
意
識
が
向
上

渡わ
た
な
べ辺　

次つ
ぐ
ひ
こ彦　

㈱
ア
ト
ラ
ン
ス 

代
表
取
締
役
社
長
《
静
岡
県
》

「
社
員
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
」を
通
じ
て
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ

坂さ
か
い
け池　

克か
つ
ひ
こ彦　

㈱
ツ
カ
サ 
専
務
取
締
役
《
石
川
県
》

社
員
の
心
と
体
の
健
康
を
守
り「
お
客
様
に
選
ば
れ
る
企
業
」
へ

荒あ
ら
か
わ川　

寛ひ
ろ
し　

北
上
運
輸
㈱ 

取
締
役
統
括
部
長
《
岩
手
県
》



第2094号（第3種郵便物認可）平成29年（2017年）10月15日（5）

　
東
京
ド
ー
ム
を
は
じ
め
、
国
内
外

の
大
規
模
な
膜
建
造
物
の
分
野
で
は

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る

「
太
陽
工
業
㈱
」。
同
社
が
開
発
し
た

複
合
膜
構
造
建
築
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

フ
レ
ッ
ク
ス
」
倉
庫
は
、
物
流
施
設

の
「
建
設
コ
ス
ト
の
軽
減
」
と
「
建

設
資
材
の
節
約
」
な
ど
を
実
現
。
さ

ら
に
、
堅
牢
な
外
壁
や
二
重
膜
構
造

に
よ
る「
貨
物
の
保
管
品
質
確
保
」や
、

膜
屋
根
が
も
た
ら
す
「
明
る
い
庫
内
」

を
提
供
す
る
な
ど
、「
構
内
作
業
員
の

作
業
環
境
向
上
」
に
も
貢
献
し
て
い

る
。

　
計
画
段
階
か
ら
施
工
、
竣
工
後
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
対
応
ま
で
、
ト
ー
タ

ル
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
同
社
の

サ
ー
ビ
ス
マ
ン
に
同
行
し
、
こ
れ
ま

で
３
棟
の
同
タ
イ
プ
の
倉
庫
を
導
入

し
た
、山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
の
「
㈲

エ
ム
ズ
物
流
」
を
訪
ね
、
望
月
徹
社

長
に
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
フ
レ
ッ
ク
ス
」

倉
庫
の
魅
力
を
聞
い
た
。

―
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
フ
レ
ッ
ク
ス
」

倉
庫
導
入
に
あ
た
っ
て
、
不
安
に
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。ま
た
、

実
際
に
使
っ
て
み
て
そ
の
不
安
は
解

消
さ
れ
ま
し
た
か
。

望
月
社
長

　倉
庫
を
使
っ
て
い
く

に
あ
た
っ
て
大
き
な
問
題
と
な
る
の

は
、「
雨
漏
り
」「
火
災
」「
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
」
な
ど
で
す
。
長
期
間
倉
庫
を

使
い
続
け
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の

解
決
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
ず
、「
雨

漏
り
」
に
つ
い
て
は
、
膜
屋
根
が
傷

つ
い
て
雨
漏
り
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。「
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
フ
レ
ッ
ク
ス
」
で
使
用
さ

れ
て
い
る
膜
材
は
厳
し
い
強
度
試
験

を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
高
い
強
度
と

耐
久
性
が
あ
る
と
い
う
説
明
を
聞
き
、

そ
う
し
た
不
安
は
解
消
さ
れ
ま
し

た
。
鉄
屋
根
の
倉
庫
の
場
合
は
、
10

年
ほ
ど
で
屋
根
を
塗
り
替
え
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
コ
ス
ト
が
発
生
す
る

ほ
か
、
塗
装
作
業
中
は
倉
庫
が
使
え

な
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
膜
材
な
ら

交
換
コ
ス
ト
も
安
価
で
、
作
業
も
短

期
間
で
完
了
す
る
た
め
、「
低
コ
ス
ト・

高
稼
働
率
」
が
期
待
で
き
ま
す
。「
火

災
」
に
つ
い
て
も
、
膜
材
に
は
不
燃

性
の
高
い
も
の
を
使
っ
て
い
る
た
め
、

―
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
フ
レ
ッ
ク
ス
」

倉
庫
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
魅
力
を

感
じ
ま
し
た
か
。

望
月
社
長
　当
社
で
は
、
大
型
ト
レ
ー

ラ
に
よ
る
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
や
長
大

物
品
の
輸
送
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
営

業
倉
庫
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
他
社

倉
庫
と
比
較
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
建
設
コ
ス
ト
が
比
較
的
安
価
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
計
画
か
ら
竣
工

ま
で
の
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
が
、「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
フ
レ
ッ
ク
ス
」
倉
庫
導
入

の
大
き
な
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

― 

実
際
に
、
完
成
し
た
倉
庫
を
ご

覧
に
な
っ
て
の
感
想
は
い
か
が
で
す

か
。

望
月
社
長

　ま
ず
驚
い
た
の
は
「
庫

内
の
明
る
さ
」で
し
た
。「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
フ
レ
ッ
ク
ス
」
倉
庫
で
使
わ
れ
て

い
る
膜
屋
根
は
採
光
性
が
高
く
、
曇

り
の
日
で
も
庫
内
は
十
分
に
明
る
く
、

昼
間
は
照
明
を
使
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
導
入
前
に
は
「
膜
材

を
使
っ
た
倉
庫
で
は
、
夏
に
な
る
と

庫
内
が
暑
く
な
る
の
で
は
」
と
い
う

懸
念
も
あ
り
ま
し
た
が
、
膜
材
に
は

日
射
の
反
射
率
を
飛
躍
的
に
向
上
さ

せ
る
酸
化
チ
タ
ン
光
触
媒
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
膜
材
が
使
わ
れ
て
お
り
、
庫
内

の
温
度
上
昇
が
抑
え
ら
れ
る
と
い
う

効
果
が
あ
る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

結
果
、
電
気
代
の
大
幅
カ
ッ
ト
に
繋

が
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

心
配
い
り
ま
せ
ん
。
最
後
に
「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
」
面
で
は
、
外
壁
に
ガ
ル
バ

リ
ウ
ム
鋼
板
を
採
用
し
て
お
り
、
耐

久
性
は
も
と
よ
り
防
犯
性
も
格
段
に

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
フ
レ
ッ
ク
ス
」
倉
庫
は
、
我
々
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
安
心

し
て
使
い
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
、

高
品
質
な
倉
庫
で
あ
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

― 

導
入
前
の
不
安
は
、
実
際
に
利

用
さ
れ
て
す
っ
か
り
解
消
さ
れ
た
よ

う
で
す
ね
。
で
は
、
い
ま
営
業
倉
庫

の
導
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
運
送
事

業
者
に
対
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

望
月
社
長

　「明
る
い
空
間
」「
長
寿

命
」「
コ
ス
ト
軽
減
」「
高
稼
働
率
」

「
防
犯
性
向
上
」
と
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
フ
レ
ッ
ク
ス
」
倉
庫
は
当
社
の
ニ
ー

ズ
に
し
っ
か
り
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
フ
レ
ッ
ク
ス
」
倉
庫

の
「
製
品
力
」
は
抜
群
だ
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
導
入
に
あ
た
っ

て
は
、
太
陽
工
業
㈱
東
京
営
業
課
の

池
田
真
也
主
任
と
相
談
し
な
が
ら
、

「
理
想
の
倉
庫
」
を
造
る
た
め
に
何
度

と
な
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
ま
し

た
。
池
田
主
任
に
は
、
こ
ち
ら
の
無

理
難
題
に
も
親
身
に
な
っ
て
対
応
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
フ
レ
ッ
ク
ス
」
倉
庫
の
持
つ
「
製

品
力
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
太
陽

工
業
さ
ん
の
「
サ
ー
ビ
ス
力
」
に
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

竣
工
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
対
応
な
ど

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
い

ま
す
。「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
フ
レ
ッ
ク
ス
」

倉
庫
は
、
我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
求
め
る
理
想
の
倉
庫
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

― 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　膜
屋
根
は
採
光
性
が
高
い
た
め
、
昼
間

は
照
明
な
し
で
も
庫
内
は
十
分
明
る
い

　外
壁
に
は
堅
牢
な
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板

を
採
用
し
、
耐
久
性
は
も
と
よ
り
防
犯
性

も
大
幅
に
向
上
し
て
い
る

望月 徹 社長
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「
長
寿
命
・
低
コ
ス
ト
・
高
稼
働
率
」
を

「
明
る
い
庫
内
」の
実
現
に
よ
り

実
現
す
る
「
理
想
の
倉
庫
」

作
業
環
境
が
改
善

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
逃
さ
な
い
短
い
施
工
期
間
で
完
成

太
陽
工
業
の
高
い
「
製
品
力
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
力
」
を
実
感

－㈲エムズ物流（山梨）－

膜材から生まれた、高品質で堅牢な営業倉庫
「ハイブリッドフレックス」を導入

広  告

プレゼンテーションテーマ

組
み
込
ん
で
管
理
し
、
こ
れ

に
よ
り
、
管
理
者
の
意
識
改

善
や
長
時
間
労
働
の
未
然
防

止
を
図
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
残
業
あ
り
き
だ
っ

た
給
与
体
系
を
、
基
本
給
を

ア
ッ
プ
し
、
残
業
代
を
抑
え

た
も
の
に
変
更
し
た
ほ
か
、

月
に
１
回
各
物
流
セ
ン
タ
ー

の
代
表
者
が
集
う
「
安
全
衛

生
委
員
会
」
や
、
労
働
時
間

が
長
め
に
な
っ
て
い
る
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
す
る
産
業
医
の

面
談
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
社
員
の
中
で
、
互

い
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の

に
な
っ
た
り
、
積
載
効
率
・

配
送
効
率
の
ア
ッ
プ
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
た
り
し
ま
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
合
理
的

な
労
働
環
境
の
構
築
が
可
能

に
な
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
当
社
で
は
、
荷
主

・
メ
ー
カ
ー
と
４
者
間
で
協

力
し
、
非
効
率
な
輸
送
形
態

を
ミ
ル
ク
ラ
ン
方
式
に
転
換

し
て
輸
送
効
率
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
と
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
導
入
に
よ

っ
て
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
大
幅

な
削
減
を
行
う
と
い
う
取
り

組
み
を
行
い
、
平
成
22
年
度

に
「
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

し
た
ほ
か
、
平
坦
な
道
を
走

行
す
る
た
め
に
、
車
両
の
修

繕
費
も
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
改
善
基
準
告
示

の
範
囲
内
で
ど
の
よ
う
に
運

行
を
行
っ
て
い
く
か
を
検
討

す
る
中
で
、
中
継
輸
送
が
有

効
で
あ
る
と
考
え
、
昨
年
１

月
、
国
土
交
通
省
が
実
施
し

た
福
岡
〜
埼
玉
間
の
中
継
輸

送
の
認
証
実
験
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

５
社
が
連
携
し
、
１
週
間

・
８
台
・
２
運
行
の
実
験
を

行
い
ま
し
た
が
、そ
の
結
果
、

改
善
基
準
告
示
を
完
全
に
ク

感
謝
の
言
葉
を
書
き
あ
ら
わ

す
「
あ
り
が
と
う
ボ
ー
ド
」

の
設
置
な
ど
、
定
着
率
向
上

の
た
め
の
労
働
環
境
改
善
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
お
客
様
に
と

っ
て
よ
り
よ
い
品
質
を
提
供

す
る
た
め
の
改
善
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、「
実
施

済
み
改
善
シ
ー
ト
」
と
い
う

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
働
く
上
で
、
ま

た
お
客
様
に
と
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
環
境
を
整
備
す
る
べ

き
か
を
考
え
、
そ
し
て
そ
れ

を
実
践
し
て
も
ら
う
べ
く
、

　

同
取
り
組
み
に
お
け
る
輸

送
効
率
向
上
に
関
し
て
は
、

発
荷
主
・
着
荷
主
を
巻
き
込

む
こ
と
で
一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
が
可
能
に
な
り
、
ミ
ル

ク
ラ
ン
方
式
の
導
入
に
よ
り

荷
待
ち
時
間
の
削
減
や
集
荷

・
納
品
車
両
の
抑
制
、
待
機

あ
り
き
の
配
車
の
抑
制
な
ど

の
効
果
を
生
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

効
果
は
全
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
負
担
軽
減
に
直
結
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
社
員
の
「
多
能

工
化
」
も
、
生
産
性
向
上
方

策
と
し
て
非
常
に
有
効
で
す
。

以
前
は
「
職
人
」
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
５

年
ほ
ど
前
か
ら
、社
員
を
「
あ

ら
ゆ
る
仕
事
を
万
能
に
こ
な

す
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
に

育
成
す
る
方
針
へ
と
転
換
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
配

車
の
自
由
度
と
対
応
力
が
ア

ッ
プ
し
、
実
働
率
・
実
車
率

の
向
上
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

労
働
環
境
の
改
善
を
生
産

性
向
上
に
繋
げ
て
い
く
に
は
、

会
社
が
物
流
の
最
適
化
を
提

案
し
、
社
員
が
良
質
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
顧
客
が
労

働
環
境
改
善
に
参
画
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
根

幹
を
な
す
の
は
、
社
内
外
で

の
良
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
積
み
重
ね
に
ほ
か
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

リ
ア
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
日

帰
り
運
行
を
可
能
に
す
る
と

と
も
に
、
荷
物
も
翌
日
着
で

運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
高
速
道
路
料
金
が
か

か
り
す
ぎ
る
こ
と
、
５
社
が

協
力
し
て
行
う
こ
と
に
よ
る

事
故
発
生
等
の
リ
ス
ク
や
、

果
た
し
て
小
割
り
の
荷
物
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
っ
た
問
題
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
運
行
計
画
上
、
夜

間
の
運
転
ば
か
り
を
担
当
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
出
て
く
る

な
ど
、
中
継
輸
送
を
導
入
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
一
概
に
延

業
務
中
に
感
じ
た
問
題
点
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
改
善
内

容
と
そ
の
効
果
な
ど
を
記
入

し
た
シ
ー
ト
を
、
社
員
か
ら

募
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
年
に
２
回
「
発

表
大
会
」
を
設
け
、
半
期
で

約
１
千
枚
提
出
さ
れ
る
シ
ー

ト
の
中
か
ら
60
人
ほ
ど
が
エ

ン
ト
リ
ー
さ
れ
、
10
人
程
度

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

日
々
実
践
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
社
員
に
日
頃
か
ら
改

善
点
を
考
え
て
仕
事
を
す
る

習
慣
が
つ
き
、「
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
で
生
産
性
・
品

質
が
向
上
す
る
」
と
い
う
理

解
と
意
識
を
社
内
全
体
に
根

付
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

べ
労
働
時
間
が
減
る
わ
け
で

は
な
く
、
労
働
時
間
を
小
分

け
に
し
た
だ
け
に
な
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
大
き
な

悩
み
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
頃
、
そ
れ
ま
で
２

〜
３
便
し
か
実
施
し
て
い
な

か
っ
た
、
フ
ェ
リ
ー
を
利
用

し
た
長
距
離
便
の
運
行
を
本

格
化
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
フ
ェ
リ
ー
が
運
航
す
る

門
司
〜
大
阪
間
に
つ
い
て
は

運
転
時
間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
な
い
た
め
、
労
働
時
間

を
減
ら
す
に
は
フ
ェ
リ
ー
を

利
用
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、
月
間
１
３

０
台
・
年
間
１
５
０
０
台
の

ト
ラ
ッ
ク
を
フ
ェ
リ
ー
に
乗
せ

る
と
い
う
こ
と
を
公
言
し
、

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
着
手
す

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

給
料
も
下
が
り
、
経
費
も
若

干
高
く
な
り
ま
す
が
、
労
働

時
間
短
縮
の
た
め
に
は
一
歩

踏
み
込
む
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
覚
悟
を
決
め
、
今
年
５

月
に
は
「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

推
進
事
業
」
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

　

フ
ェ
リ
ー
輸
送
と
大
阪
・

埼
玉
の
各
営
業
所
を
活
用
し

て
、
各
営
業
所
で
荷
物
を
降

ろ
し
、
そ
こ
か
ら
小
分
け
の

配
送
を
行
う
こ
と
で
実
車
効

率
を
上
げ
、
小
口
の
お
客
様

に
対
し
て
は
運
賃
の
値
上
げ

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
労
働
時
間

の
縮
減
を
図
り
な
が
ら
荷
主

へ
の
運
賃
・
リ
ー
ド
タ
イ
ム

の
交
渉
を
行
う
こ
と
で
、
実

車
率
の
向
上
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
は
グ
ル
ー
プ
拠

点
を
活
か
し
て
中
継
輸
送
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
、

柳
川
〜
兵
庫
（
交
替
地
点
）

〜
平
塚
間
で
の
中
継
輸
送
も

検
討
中
で
あ
り
、
労
働
時
間

縮
減
の
た
め
、
今
後
も
取
り

組
み
を
続
け
て
い
く
所
存
で

す
。

　

当
社
で
は
、
物
流
全
体
の

生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
物

流
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
、
入

庫
・
在
庫
管
理
や
仕
分
け
作

業
、
店
舗
配
送
な
ど
を
メ
イ

ン
と
し
た
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

物
流
セ
ン
タ
ー
で
荷
物
を

一
括
に
管
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
例
え
ば
、
仕
分
け
作
業

が
遅
れ
て
い
る
際
に
は
ド
ラ

イ
バ
ー
が
手
伝
っ
た
り
、
ド

ラ
イ
バ
ー
が
納
品
に
来
た
際

に
は
仕
分
け
作
業
員
が
荷
卸

し
を
手
伝
っ
た
り
す
る
な
ど
、

「
一
括
管
理
に
よ
る
効
率
の

よ
い
運
営
の
で
き
る
物
流
セ

ン
タ
ー
」
を
目
指
し
て
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
独
自
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
網
構
築
に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
を
図
る
た
め
、

　

労
働
環
境
改
善
の
た
め
に

必
要
な
の
は
、「
社
内
の
進

化
」
と
「
社
外
と
の
協
調
」

が
生
み
出
す
、
良
質
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
当
社

で
は
、「
社
長
の
考
え
＝
経

営
」
と
、「
社
員
の
考
え
＝

行
動
」
の
見
え
る
化
を
図
る

た
め
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
活
か
す
、

ま
た
増
や
す
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
経
営
陣
が
顧

客
か
ら
の
「
よ
い
評
価
」
を

集
め
、
そ
れ
を
社
員
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
社

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
お
り
、
よ
い
評
価

を
受
け
た
社
員
が
そ
の
よ
い

点
を
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
に
落

と
し
込
む
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス

の
差
別
化
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

「
東
京
包
囲
網
構
想
」
と
い

う
仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
通
常
、
物
流
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
決
ま
る
納
品

先
へ
の
配
送
ル
ー
ト
に
つ
い

て
、
受
け
口
＝
メ
ー
カ
ー
の

工
場
が
多
い
郊
外
と
、
送
り

先
＝
消
費
地
で
あ
る
首
都
圏

の
間
に
物
流
セ
ン
タ
ー
を
設

け
る
こ
と
に
よ
り
、
お
客
様

か
ら
一
番
近
い
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
都
内
の
配
送
で
あ
れ
ば

１
時
間
以
内
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、「
配
車
支
援
シ

ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て
最
適

な
配
車
を
組
み
、
積
載
率
の

　

他
に
も
、
社
員
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
、「
自
己
成
長
ノ
ー
ト
」

と
呼
ば
れ
る
月
間
報
告
書
を

15
年
ほ
ど
前
か
ら
活
用
し
て

い
ま
す
。
今
月
の
目
標
の
設

定
、
先
月
の
目
標
の
反
省
、

「
ク
レ
ド
」（
社
員
自
ら
が

創
っ
た
「
安
全
・
品
質
・
環

境
」
の
理
念
や
社
是
、
企
業

理
念
等
を
明
記
し
た
人
材
育

成
ツ
ー
ル
）
を
意
識
し
た
行

動
報
告
、
不
平
・
不
満
や
提

案
、
配
送
先
に
関
す
る
近
況

報
告
な
ど
を
社
員
が
用
紙
に

記
入
し
て
提
出
す
る
と
、
上

司
か
ら
目
標
・
反
省
へ
の
評

価
や
不
平
・
不
満
へ
の
対

向
上
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、

積
載
効
率
を
上
げ
、
ま
た
ド

ラ
イ
バ
ー
が
毎
日
家
に
帰
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ト
レ

ー
ラ
ヘ
ッ
ド
交
換
方
式
で
の

中
継
輸
送
導
入
を
、
荷
主
や

協
力
会
社
と
と
も
に
現
在
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

長
時
間
労
働
抑
制
対
策
と

し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
会
社
と

共
同
開
発
し
た
、
ア
ラ
ー
ト

機
能
の
備
わ
っ
た
「
勤
怠
管

理
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
運
転
者
台
帳
・
車

両
管
理
台
帳
を
は
じ
め
、
点

呼
・
日
報
、
運
行
、
有
給
休

暇
、
健
康
診
断
・
適
性
診
断

な
ど
の
内
容
を
シ
ス
テ
ム
に

応
、
疑
問
へ
の
回
答
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
が
返
っ
て
く
る
と
い

う
明
確
な
「
見
え
る
化
」
の

シ
ス
テ
ム
で
、
社
内
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
定
期
的

に
個
別
面
談
や
営
業
所
ご
と

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
お

り
、
社
員
の
要
望
や
提
案
を

受
け
取
る
場
所
と
機
会
を
多

く
設
け
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
好
循
環
が
生
ん

だ
「
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
」
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
荷
主

を
巻
き
込
ん
だ
提
案
が
可
能

　

当
社
が
長
距
離
便
の
時
間

短
縮
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
平
成
21
年
９
月

の
こ
と
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

が
居
眠
り
に
よ
る
死
亡
事
故

を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
受
け
、
安
全
に
つ
い
て
考

え
た
結
果
、
ま
ず
は
全
線
高

速
道
路
を
利
用
し
て
労
働
時

間
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
、
片
道
３
０
０
㌔
㍍
以
上

の
運
行
に
関
し
て
は
、
全
線

で
高
速
道
路
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

　

全
線
で
高
速
道
路
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
時

間
の
大
幅
な
短
縮
や
十
分
な

休
息
な
ど
事
故
防
止
・
労
務

管
理
面
で
大
き
な
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
道

を
走
る
よ
り
も
燃
費
が
向
上

分
科
会
報
告

特
集
特
集
特
集

「労働環境の改善と生産性向上方策について」

第
２
分
科
会 コーディネーター

小
こ さ か

坂 真
ま さ ひ ろ

弘
日本PMIコンサルティング㈱

代表取締役

㈱NTS ロジ　笠原史久 代表取締役社長
本社／ 東京都東久留米市

柳窪 1-10-37
資本金／ 2,545 万円
従業員数／ 512 人

設立／ 昭和 46年 12月 車両数／ 121台

越野運送㈱　越野泰弘 代表取締役社長
本社／ 大阪府大阪市都島区

都島本通 5-4-22
資本金／ 1,000 万円
従業員数／ 64人

設立／ 昭和 28年１月 車両数／ 57台

㈱柳川合同　荒巻哲也 代表取締役
本社／ 福岡県柳川市

西浜武 475-2
資本金／ 6,000 万円
従業員数／ 320 人

設立／ 昭和 29年４月 車両数／ 194台

パネリスト（プロフィール）

第
22
回 

全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会

日
々
の
改
善
活
動
が
生
産
性
向
上
の
土
壌
に

笠か
さ
は
ら原　

史ふ
み
ひ
さ久　

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｓ
ロ
ジ 

代
表
取
締
役
社
長
《
東
京
都
》

「
良
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
積
み
重
ね
が
カ
ギ

越こ

し

の野　

泰や
す
ひ
ろ弘　

  

越
野
運
送
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長
《
大
阪
府
》

安
全
性
・
生
産
性
向
上
の
た
め
の
労
働
時
間
縮
減
策

荒あ
ら
ま
き巻　

哲て

つ

や也　

  

㈱
柳
川
合
同 

代
表
取
締
役
《
福
岡
県
》
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ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

皆
様
方
に
は
、
東
日
本
大
震

災
直
後
か
ら
、
被
災
地
の
た

め
に
い
ち
早
く
対
応
さ
れ
、

避
難
所
へ
の
緊
急
物
資
輸
送

や
、
鉄
道
・
航
空
に
代
わ
る

物
流
の
要
と
し
て
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
改
め
て
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
宮
城
県
の
震

災
後
10
年
間
の
復
興
の
道
筋

を
示
し
た「
震
災
復
興
計
画
」

の
う
ち
、
再
生
に
向
け
た
イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
充
実
さ

せ
る
「
再
生
期
」
の
最
終
年

度
で
す
。
本
格
的
な
産
業
復

興
を
図
る
べ
く
、
三
陸
縦
貫

自
動
車
道
を
は
じ
め
と
す
る

沿
岸
部
の
縦
軸
や
、
み
や
ぎ

県
北
高
速
幹
線
道
路
な
ど
の

沿
岸
部
と
内
陸
部
を
結
ぶ
東

西
連
携
軸
の
充
実
・
強
化
の

ほ
か
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
と

連
携
し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
再
構
築
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
後
の
宮
城
の
復
興
と
発

展
の
た
め
に
は
、
皆
様
方
が

お
持
ち
の
安
定
し
た
輸
送
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、

引
き
続
き
、一
層
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
河
端
章
好
副
知
事
に
よ
る

代
読
）

《
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
祝
辞
》

　

懇
親
会
に
先
立
ち
、
17
時

15
分
か
ら
、
会
議
棟
２
階
大

ホ
ー
ル
に
て
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
、
テ
ィ
ー
ナ
・

カ
リ
ー
ナ
さ
ん
に
よ
る
ア
ト

し
て
「
奥
州
・
仙
台
お
も
て

な
し
集
団　

伊
達
武
将
隊
」

が
登
場
し
、
勇
壮
な
演
武
や

「
も
て
な
し
の
舞
」を
披
露
。

仙
台
・
宮
城
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
む
す
び
丸
」
も

登
場
し
、
華
や
か
な
幕
開
け

と
な
っ
た
。

　

岩
手
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

髙
橋
嘉
信
会
長
に
よ
る
歓
迎

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
郡
和
子

仙
台
市
長
の
発
声
に
よ
り
、

宮
城
の
地
酒
「
鳳ほ

う
よ
う陽
」
で
乾

杯
が
行
わ
れ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
仙
台
を

代
表
す
る
郷
土
芸
能
「
仙
台

す
ず
め
踊
り
」
が
、
囃
し
手

・
踊
り
手
の
選
抜
チ
ー
ム

「
伊
達
の
舞
」
に
よ
っ
て
披

露
さ
れ
、
軽
快
か
つ
活
気
あ

ふ
れ
る
そ
の
演
舞
に
は
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
湧
き

起
こ
っ
た
。

　

最
後
は
、
秋
田
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
赤
上
信
弥
会
長
が

閉
会
の
辞
を
述
べ
、
懇
親
会

は
幕
を
閉
じ
た
。

　

再
開
後
の
全
体
会
議
で

は
、
宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

青
年
部
会
の
尾
上
寿
昭
部
会

長
が
、「
少
子
高
齢
化
に
伴

う
若
年
労
働
者
不
足
が
顕
在

化
し
、
人
材
の
確
保
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。
政
府
が
進

め
て
い
る
働
き
方
改
革
に
お

い
て
、労
働
生
産
性
の
向
上
、

多
様
な
人
材
の
確
保
・
育

成
、
取
引
環
境
の
適
正
化
に

関
す
る
取
り
組
み
に
お
い
て
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し
て

も
、
長
時
間
労
働
の
削
減
、

生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
、
荷
主
・
関
係
省
庁
と

協
力
し
て
、
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
」と
し
、

「
働
き
方
改
革
を
推
進
し
取

引
環
境
の
改
善
及
び
長
時
間

労
働
の
抑
制
並
び
に
生
産
性

の
向
上
を
図
ろ
う
」「
適
切

な
原
価
管
理
に
基
づ
く
適
正

運
賃
を
収
受
し
よ
う
」「
若

年
労
働
力
等
を
中
心
と
し
た

人
材
確
保
対
策
を
推
進
し
よ

う
」
な
ど
10
項
目
の
大
会
決

議
を
読
み
上
げ
、
満
場
一
致

の
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
あ
い
さ
つ
の

後
、
全
体
会
議
の
最
後
に
は

宮
城
県
ト
協
の
庄
子
清
一
副

会
長
の
音
頭
に
よ
り
、
参
加

者
全
員
で
力
強
く
「
ガ
ン
バ

ロ
ー
コ
ー
ル
」
を
行
っ
た
。

　

10
月
２
日
に
は
、
宮
城
県

岩
沼
市
の
「
岩
沼
潮し

お
よ
け除
須す

か賀

松ま
つ

の
森
」
で
、
平
成
29
年
度

「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
」
記
念
植

樹
式
が
開
催
さ
れ
た
。

　

か
つ
て
宮
城
県
沿
岸
南
部

に
は
、
海
岸
防
災
林
と
し
て

多
く
の
ク
ロ
マ
ツ
が
植
樹
さ

れ
、
白
砂
青
松
の
見
事
な
景

色
が
広
が
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
平
成
23
年
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波

で
、
そ
の
多
く
が
流
失
し
た

た
め
、
現
在
は
岩
沼
市
な
ど

各
所
で
海
岸
防
災
林
の
再
生

を
目
指
し
て
植
樹
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

記
念
植
樹
式
に
は
、
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克

己
会
長
の
ほ
か
、
須
藤
弘
三

宮
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長

な
ど
東
北
６
県
の
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
会
長
が
出
席
。
坂
本

会
長
は
「
津
波
の
爪
跡
が
残

る
こ
の
地
を
訪
れ
、
改
め
て

自
然
の
過
酷
さ
や
恐
怖
を
感

じ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

は
、
大
災
害
の
際
に
は
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
緊
急
支
援

物
資
輸
送
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
れ
と

と
も
に
、
今
回
の
防
災
林
の

植
樹
を
通
じ
て
、
東
北
の
被

災
地
の
復
興
に
も
お
役
に
立

ち
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
宮
城

県
緑
化
推
進
委
員
会
の
指
導

の
も
と
、
ク
ロ
マ
ツ
２
５
１
本

を
植
樹
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お

い
て
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
人
手
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
労
働
条
件
の
改
善
を

図
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
「
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環

境
・
労
働
時
間
改
善
協
議

会
」
を
中
央
と
各
都
道
府
県

で
開
催
し
、
昨
年
度
か
ら
は

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
今
年
８
月
、「
関

係
省
庁
連
絡
会
議
」
で
は
、

生
産
性
向
上
と
長
時
間
労
働

是
正
の
た
め
、「
直
ち
に
取

り
組
む
施
策
」
と
し
て
63
の

施
策
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
同
施
策
に
つ
い
て
は
今

後
、
予
算
要
求
も
含
め
関
係

６
省
庁
で
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

さ
ら
に
、
荷
待
ち
時
間
の

記
録
義
務
付
け
や
、
標
準
貨

物
自
動
車
運
送
約
款
、
適
正

取
引
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
の
見
直
し
を
行
い
、
荷
主

へ
の
周
知
も
図
り
な
が
ら
、

今
後
も
引
き
続
き
適
正
運
賃

の
確
実
な
収
受
に
向
け
検
討

を
深
め
る
と
と
も
に
、
中
継

輸
送
や
輸
配
送
の
共
同
化
と

い
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
、
次
世
代
を
担

う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ラ
ク
シ
ョ
ン
「
ひ
と
り
昭
和

歌
謡
祭
」
が
催
さ
れ
た
。

　

18
時
に
開
宴
し
た
懇
親
会

（
写
真
㊧
）
で
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

決　

議

　

私
た
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
は
、
我
が
国
の
国
民
生
活
、
産
業
活
動
を
物

流
面
で
支
え
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
被
災
地
に
向
け
た
救
援
物
資
輸
送
の
担

い
手
と
し
て
、
重
要
な
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
日
夜
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
若
年
労
働
者
不
足
が
顕
在
化
し
、
人

材
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
が
進
め
て
い
る
働
き
方
改
革
に
お
い
て
、

労
働
生
産
性
の
向
上
、
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
、
取
引
環
境
の
適
正
化
に

関
す
る
取
り
組
み
に
お
い
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し
て
も
、
長
時
間
労
働
の

削
減
、
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
荷
主
・
関
係
省
庁
と
協
力
し
て
、
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

我
々
は
、
今
後
と
も
、
交
通
事
故
防
止
や
環
境
保
全
に
率
先
し
て
取
り
組
み
、

社
会
と
の
共
生
を
図
り
な
が
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
叡え

い

ち智
と
総
力
を
結
集
し

て
、
こ
れ
ら
当
面
す
る
諸
課
題
に
勇
気
と
英
断
を
も
っ
て
果
敢
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
本
日
、
第
22
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
に
あ
た
り
、
我

々
は
、
本
大
会
の
総
意
を
も
っ
て
、
以
下
の
と
お
り
決
議
す
る
。

一
、 

働
き
方
改
革
を
推
進
し
取
引
環
境
の
改
善
及
び
長
時
間
労
働
の
抑
制
並
び
に

生
産
性
の
向
上
を
図
ろ
う

一
、 

適
切
な
原
価
管
理
に
基
づ
く
適
正
運
賃
を
収
受
し
よ
う

一
、 

若
年
労
働
力
等
を
中
心
と
し
た
人
材
確
保
対
策
を
推
進
し
よ
う

一
、 

交
通
・
労
災
事
故
の
防
止
及
び
環
境
・
省
エ
ネ
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
よ

う

一
、 

高
速
道
路
料
金
の
大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
の
継
続
及
び
割
引
制
度
の

充
実
を
図
ろ
う

一
、 

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽
減
を
実
現
し
よ
う

一
、 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
健
全
化
を
図
る
た
め
規
制
緩
和
の
見
直
し
を
促
進
し
よ

う

一
、 

適
正
化
事
業
の
推
進
に
よ
る
法
令
遵
守
を
徹
底
し
よ
う

一
、 

隊
列
走
行
等
の
新
技
術
を
活
用
し
た
物
流
の
効
率
化
等
を
推
進
し
よ
う

一
、 

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
体
制
を
確
立
し
よ
う

右
、
決
議
す
る
。

平
成
29
年
10
月
３
日

第
22
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
３
日
、

仙
台
市
の
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
「
第
22

回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
」
を

開
催
し
た
（
１
、４
、５
、７
面
に
関
連
）。

こ
こ
で
は
、
再
開
後
の
全
体
会
議
の
様
子

を
紹
介
す
る
。

事業者大会懇親会開宴を前に、地元仙台で活躍するシンガーソングライター、
ティーナ・カリーナさんによる「ひとり昭和歌謡祭」のアトラクション

河端　章好
宮城県副知事

奥田　哲也
国土交通省自動車局長

髙橋　嘉信
岩手県トラック協会会長

郡　和子
仙台市長

赤上　信弥
秋田県トラック協会会長

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
事
業
者
大
会
懇
親
会

ト
ラ
ッ
ク
の
森 

記
念
植
樹
式
を
開
催

大
会
決
議
・
ガ
ン
バ
ロ
ー
コ
ー
ル

来
賓
あ
い
さ
つ

次
世
代
担
う
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
へ

労
働
条
件
の
改
善
等
が
重
要

宮
城
の
復
興
・
発
展
に
不
可
欠

ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
力
に
期
待

特
集
特
集
特
集

第
22
回 

全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会

宮城県トラック協会青年部会の尾上寿昭部会長が10項目の大会決議を読み上げ、満場一致で採択された

宮
城
県
ト
協
の
庄
子
清
一
副
会
長
の
音

頭
に
よ
り
、
参
加
者
全
員
で
力
強
く
「
ガ

ン
バ
ロ
ー
コ
ー
ル
」

宮城県緑化推進委員会の指導を受けクロマツの植樹を行った

写真、左から桝野龍二全ト協理事長、髙橋嘉信岩手県トラック協会会長、赤上信弥秋田県トラック協会
会長、真鍋全ト協副会長、坂本全ト協会長、須藤全ト協副会長、木村英敬青森県トラック協会会長、加
川操一山形県トラック協会会長

坂本克己全日本トラック協会会長、須藤弘三東北トラック協会連合会会長（全ト協副会長・宮城県トラック協
会会長）、眞鍋博俊九州トラック協会会長（全ト協副会長・環境対策委員長）らが植樹を行った

【懇親会時のアトラクション】「伊達武将隊」
仙台藩初代藩主・伊達政宗公と政宗公を支えた伊達三傑（伊達成実、片倉小十郎景
綱、茂庭綱元）、政宗公の海外への夢を携えてヨーロッパへと渡った支倉常長、そ
して足軽の陽とみちのくを歩いた松尾芭蕉を加えた総勢７人で構成された武将隊は、
仙台・宮城・東北の魅力を伝えるために活動している

【懇親会時のアトラクション】「仙台すずめ踊り」
『仙台すずめ踊り』は、法被姿に扇子を両手に持ち、軽快にはね踊る仙台を代表する
郷土芸能として、毎年5月に開催される「仙台・青葉まつり」をはじめ、様々な場面で
踊られている。「仙台すずめ踊り　伊達の舞」は、「すずめ踊り親善使節団」として日
本国内はもとより海外でも演舞を披露し、仙台や宮城のPRを行っている

【アトラクション】「ひとり昭和歌謡祭」

東
北
の
復
興
を
願
い

ク
ロ
マ
ツ
２
５
１
本
を
植
樹
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ほんのヒトコマ ［第７回］

ベストセラー…「読む本じゃないのね…!?」

116「
滋
味
の
ふ
る
さ
と
④
」 

栗
菓
子
の
里・小
布
施

　

秋
の
山
道
を
走
る
と
、
道

の
真
ん
中
に
山
栗
が
落
ち
て

い
る
し
、
里
の
道
で
は
栗
畑

を
見
か
け
る
。
ど
ち
ら
も
心

が
な
ご
む
光
景
だ
。
栗
の
産

地
と
し
て
は
茨
城
、
熊
本
、

愛
媛
が
上
位
３
県
だ
が
、
栗

菓
子
の
お
い
し
さ
で
知
ら
れ

る
の
は
長
野
県
の
小お

ぶ

せ

ま

ち

布
施
町
。

　

江
戸
時
代
、
俳
人
・
小
林

一
茶
は
小
布
施
を
た
び
た
び

訪
れ
た
し
、
画
家
・
葛
飾
北

斎
も
長
期
滞
在
し
て
、
岩が

ん
し
ょ
う松

院い
ん

の
天
井
画
な
ど
の
名
品
を

残
し
て
い
る
。
二
人
と
も
、

栗
菓
子
を
頬
張
り
な
が
ら
創

作
意
欲
を
か
き
た
て
て
い
た

に
違
い
な
い
。

　

と
い
う
の
は
、
小
布
施
町

の
中
心
部
に
軒
を
連
ね
て
い

る
栗
菓
子
屋
の
な
か
の
最
古

参
、「
桜
井
甘
精
堂
」
が
文

た
栗
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
ん
な
カ
ル
チ
ャ
ー
志

向
は
現
在
も
受
け
継
が
れ
、

北
斎
美
術
館
の
ほ
か
、
菓
子

舗
な
ど
の
美
術
館
や
記
念

館
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
あ
る
。

　

さ
て
、
小
布
施
の
三
大
栗

銘
菓
と
い
う
と
、
栗
羊
羹
、

栗
き
ん
と
ん
（
栗
鹿か

の

こ

の
子
）、

そ
し
て
栗
羊
羹
に
蜜
栗
を
入

れ
た
栗
鹿
の
子
羊
羹
で
あ
る
。

粗ざ
ら
め
と
う

目
糖
、
上
白
糖
、
あ
る
い

は
混
合
す
る
な
ど
と
様
々
だ

か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た
、
い
ず

れ
も
原
料
は
栗
だ
け
で
、
着

色
料
や
混
ぜ
物
は
一
切
使
っ

て
い
な
い
た
め
、
グ
レ
ー
が

か
っ
た
マ
ロ
ン
色
、
つ
ま
り
地

元
で
い
う
「
ぶ
ど
う
ね
ず
」

の
く
す
ん
だ
色
調
を
し
て
い

る
の
も
奥
ゆ
か
し
い
。

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

化
５
年
（
１
８
０
８
）
に
栗

落ら
く
が
ん雁
、
文
政
２
年
（
１
８
１

９
）
に
栗
羊よ

う
か
ん羹
を
創
製
し
て

い
た
か
ら
だ
。
ち
ょ
う
ど
消

費
文
化
が
盛
ん
に
な
っ
た
時

代
で
も
あ
り
、
栗
菓
子
は
お

茶
請
け
に
も
て
は
や
さ
れ
た

し
、
小
布
施
の
町
も
物
流
の

中
心
地
と
し
て
繁
栄
し
た
。

　

つ
ま
り
、
小
布
施
で
は
栗

が
文
化
に
通
じ
、
文
化
も
ま

　

な
か
で
も
定
評
が
あ
る
の

は
、
店
に
よ
っ
て
菓
子
名
の

表
示
は
少
し
ず
つ
異
な
る
が
、

栗
鹿
の
子
。「
桜
井
甘
精
堂
」、

「
小
布
施
堂
」、「
竹
風
堂
」、

「
栗
庵
風
味
堂
」
な
ど
の
名

店
が
あ
る
。

　

濃
厚
、
ほ
ん
の
り
、
さ
ら

り
、
重
め
と
、
店
ご
と
に
甘

味
が
異
な
る
の
は
、
使
っ
て

い
る
砂
糖
が
店
に
よ
っ
て
白

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 ～夜間走行編～
 【解 答】２面に問題
❶ ×（教則第6章第3節夜間 2-3）対向
車のライトがまぶしいときは、視点をや
や左前方に移して目がくらまないよう
にする。
 
❷ ○（教則第6章第3節夜間1-3）夜間
走行では、視線はできるだけ先の方へ
向け、少しでも早く前方の障害物を発
見する。

❸ ×（教則第6章第3節夜間1-6）薄暮
時には事故が多く発生するので、早め
にライトを点灯し、自分の車の存在を知

らせるようにする。

❹ ×（教則第6章第3節夜間1-2）走行
中には、自分の車と対向車のライトで、
道路の中央付近の歩行者が見えなくな
ることがあるので、十分注意する。

❺ ○（教則第6章第3節夜間1-1）夜間
は速度感が鈍り、速度超過になりがち
である。その上、夜間は過労運転や酒
酔い運転をする者や、酔って歩く者など
がいたりするので、昼間より速度を落と
して慎重に運転する。

課
題
、
今
後
進
む
べ
き
方
向

性
に
つ
い
て
、
日
頃
報
道
に

携
わ
る
者
と
し
て
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

震
災
か
ら
６
年
半
が
経
っ

た
今
も
、
い
ま
だ
２
５
４
６

人
が
行
方
不
明
で
あ
り
、
毎

月
11
日
に
は
各
地
で
捜
索
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
約
８
万
４
千
人
に
上
る

避
難
生
活
者
が
元
に
戻
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
き
め
細

や
か
な
支
援
と
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
が
必
要
に
な

っ
て
い
る
と
同
時
に
、
災
害

公
営
住
宅
に
住
む
人
の
多
く

が
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
で

あ
り
、
災
害
公
営
住
宅
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
面
に
つ
い
て
は
、

津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
、
不
通
が
続
い
て
い

た
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
、
駅
も
線

路
も
内
陸
に
移
し
、
つ
い
に

昨
年
、
宮
城
県
側
と
福
島
県

側
が
鉄
路
で
結
ば
れ
ま
し

た
。
再
来
年
度
に
は
全
線
の

開
通
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

線
路
も
着
実
に
繋
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、

震
災
後
、国
が「
復
興
道
路
」

と
位
置
付
け
た
三
陸
沿
岸
道

路
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

ん
で
い
ま
す
。
直
近
の
道
路

状
況
に
つ
い
て
申
し
ま
す
と
、

東
北
中
央
道
の
福
島
大お

お
ざ
そ
う

笹
生

〜
米
沢
北
間
が
11
月
４
日
に

開
通
し
ま
す
。
通
行
は
無
料

で
、
福
島
・
米
沢
両
市
間
の

移
動
時
間
が
約
１
時
間
か
ら

約
40
分
に
短
縮
さ
れ
る
ほ

か
、
栗
子
ト
ン
ネ
ル
の
整
備

に
よ
っ
て
冬
場
の
安
全
性
が

向
上
す
る
こ
と
な
ど
、
物
流

効
率
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
来
年
に
は
仙
台

〜
福
島
〜
米
沢
〜
山
形
を
結

ぶ
大
環
状
線
の
開
通
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
東
日
本
の
真

ん
中
に
大
き
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

東
北
は
こ
れ
ま
で
、
高
速
道

路
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
震

災
を
機
に
一
気
に
道
路
整
備

が
加
速
し
て
お
り
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
皆
様
に

も
、
ぜ
ひ
こ
れ
ら
の
道
路
を

戦
略
的
に
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
河
北
新
報
社
の
震

災
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、

地
震
に
よ
り
電
子
編
集
シ
ス

テ
ム
の
サ
ー
バ
ー
が
破
損
し

た
も
の
の
、
災
害
な
ど
緊
急

時
の
相
互
支
援
協
定
を
結
ん

で
い
た
新
潟
日
報
社
の
協
力

に
よ
り
、
同
社
に
デ
ー
タ
を

預
け
て
紙
面
制
作
を
行
い
、

当
日
に
号
外
１
万
部
、
翌
日

に
は
47
万
部
を
発
行
し
ま
し

た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
特
色
と

し
て
、
過
去
の
経
験
則
を
積

み
上
げ
て
作
っ
た
想
定
と
は

大
き
く
異
な
る
事
象
・
被
害

が
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

震
災
に
よ
る
死
者
の
死
因

は
、関
東
大
震
災
で
は
焼
死
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
圧

死
が
大
多
数
を
占
め
て
い
ま

し
た
が
、
津
波
の
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
で
は
92
％
が

水
死
で
し
た
。
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
機
に
整
備
さ
れ
た

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム
）
は
、
主
に
外
傷
患

者
を
想
定
し
て
お
り
、
津
波

被
害
に
伴
う
肺
炎
な
ど
の
内

科
系
疾
患
に
対
応
し
き
れ
な

い
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

災
害
に
向
け
て
備
え
て
き

た
も
の
が
役
に
立
た
な
か
っ

た
今
回
の
大
震
災
で
の
経
験

を
踏
ま
え
、
よ
り
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
、
新
た
な
想
定
ラ
イ

ン
を
作
る
こ
と
が
今
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
災
害
の
発
生
件
数
は

30
年
前
の
３
倍
と
な
り
、
災

害
は
日
常
化
し
て
い
ま
す
。

災
害
が
日
常
化
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
防
災
も
日
常

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

災
害
時
に
必
要
な
も
の

は
、
水
や
食
料
と
い
っ
た
備

蓄
可
能
な
も
の
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
ど
の
よ
う
な

災
害
が
起
き
て
い
る
の
か
を

伝
え
る
「
正
確
な
情
報
」
も

ま
た
、
災
害
時
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
被
災
者
が
今

何
に
困
っ
て
い
て
、
ど
の
よ

う
な
情
報
が
欲
し
い
の
か
を

汲
み
取
る
こ
と
で
被
災
者
に

寄
り
添
い
、
報
道
機
関
の
も

つ
正
確
な
情
報
を
い
か
に
必

要
な
人
に
届
け
る
か
―
―
こ

れ
が
河
北
新
報
の
震
災
後
報

道
の
根
幹
を
な
す
姿
勢
で
す
。

　

他
に
も
震
災
後
、
河
北
新

報
で
は
政
策
の
提
言
を
行
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域

の
医
療
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
た
め
仙
台
に
医
学
部
を

作
ろ
う
と
い
う
提
言
は
、
昨

年
４
月
、
東
北
医
科
薬
科
大

学
の
誕
生
に
よ
り
、
国
内
37

年
ぶ
り
の
医
学
部
新
設
と
い

う
形
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
の
経
験
を
後

世
に
伝
え
、
今
後
の
防
災
・

減
災
に
活
か
す
た
め
、「
河

北
新
報　

震
災
ア
ー
カ
イ

ブ
」
や
「
防
災
・
減
災
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
と
い
っ
た
取
り

組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
」
は
、

新
聞
記
事
や
報
道
写
真
の
ほ

か
、
市
民
が
撮
影
し
た
災
害

時
の
画
像
・
映
像
な
ど
を
収

集
・
保
存
・
整
理
し
た
も
の

で
、
現
在
３
万
１
千
件
以
上

の
デ
ー
タ
が
ｗ
ｅ
ｂ
上
に
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
の
た
め
の
訓
練
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
む
す
び
塾
」

で
は
、
地
形
な
ど
の
地
域
特

性
に
応
じ
た
対
策
を
考
え
て

「
狭
く
・
深
く
」
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。
釧
路
や
宮
崎

な
ど
、
全
国
各
地
で
開
催
さ

れ
て
お
り
、「
防
災
の
日
常

化
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
者
の
声
を
未

来
に
残
す
た
め
、
若
い
世
代

が
語
り
部
と
な
り
、
震
災
の

教
訓
を
伝
え
継
ぐ
た
め
の「
３

１
１
『
伝
え
る
／
備
え
る
』

次
世
代
塾
」
を
開
講
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
20
代
の
若

者
を
中
心
に
１
０
０
人
以
上

の
参
加
者
が
集
い
、年
15
回
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通

じ
、と
も
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
若
い
人
材
の

育
成
と
と
も
に
、
復
興
に
必

要
な
の
は
、「
交
流
の
拡
大
」

で
す
。
被
災
地
に
来
て
も
ら

う
た
め
の
「
し
か
け
」、
つ
ま

り
、
被
災
地
で
全
国
の
人
々

と
交
流
す
る
場
を
作
っ
て
い

く
こ
と
で
す
。
復
興
支
援
の

た
め
の
自
転
車
イ
ベ
ン
ト「
ツ

ー
ル
・
ド
・
東
北
」
も
そ
の

ひ
と
つ
で
、
今
年
の
大
会
に

は
全
国
か
ら
約
４
０
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
復
興
途
上
で
あ
る

東
北
地
方
で
は
、
人
口
の
減

少
や
少
子
化
も
他
の
地
方
よ

り
進
行
が
速
く
、
他
に
先
ん

じ
た
方
策
や
シ
ス
テ
ム
を
提

示
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
河
北
新
報
で
は
、
東
北

地
方
の
特
徴
を
活
か
し
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
新
し
い
産

業
・
シ
ス
テ
ム
の
創
造
を
目

指
し
、「
東
北
の
、
東
北
に

よ
る
、世
界
の
た
め
の
復
興
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
様
々
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

明
治
30
年
に
創
刊
し
、
今

年
創
刊
１
２
０
周
年
を
迎
え
る

『
河
北
新
報
』
は
、
宮
城
県

を
中
心
と
し
た
東
北
６
県
に

取
材
網
・
販
売
網
を
も
ち
、

朝
刊
45
万
部
・
夕
刊
５
万
部

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

６
年
半
が
経
ち
、
道
路
・
鉄

道
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
復
興
は

着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
８
万
人
以
上
の

人
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
、
復
興
は
ま

だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
皆
様

に
は
、
災
害
救
援
物
資
の
輸

送
を
は
じ
め
、
本
当
に
息
の

長
い
、
多
大
な
ご
支
援
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
昨
日

は
復
興
の
進
む
岩
沼
市
で
ク

ロ
マ
ツ
の
植
樹
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
復
興
の
現
状
と

河
北
新
報
社
　
代
表
取
締
役
社
長

一い
ち
り
き力

　
雅ま

さ
ひ
こ彦 

氏

「東北の、東北による、世界のための復興」をテーマに、様々な取り組みを
進める河北新報社の姿勢を語る一力氏

特
集
特
集
特
集

第
22
回 

全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会

記
念
講
演
会
（
要
旨
）

﹇
一力
雅
彦
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

　

昭
和
35
年
仙
台
市
生
ま

れ
、61
年
河
北
新
報
社
入
社
。

取
締
役
編
集
局
長
、
代
表
取

締
役
専
務
な
ど
を
経
て
、
平

成
17
年
か
ら
現
職
。
日
本
新

聞
協
会
理
事
、
東
北
経
済
連

合
会
副
会
長
、
仙
台
経
済
同

友
会
代
表
幹
事
。

「
東
北
の
、東
北
に
よ
る
、世
界
の
た
め
の
復
興
」

再生へ 心ひとつに
～震災報道の現場から～



平成29年（2017年）10月15日 （8）第2094号（第3種郵便物認可）

「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.4％の燃費向上、車両故障件数16.5％減少。
交通事故発生件数24.2％減少など（グリーン経営認証取得による効果・平成27年版より）環境改善にとどまらない効果。

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076

http://www.ecomo.or.jp
☎03-3221-7636

認
証
取
得
に
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た

講
習
会
の
ご
案
内

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催
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で 検 索グリーン経営

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

10月19日（木）
くまもと県民交流館 パレア 9階 会議室4
熊本県熊本市中央区手取本町8番9号
テトリアくまもとビル　

九州運輸局
九州運輸局
交通政策部環境・物流課
☎092-472-3154

トラック
北陸信越運輸局10月24日（火）

（一社）富山県トラック協会 3階研修室
富山県富山市婦中町島本郷1番地513時30分～16時00分

東北運輸局

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

11月  1日（水） （公社）山形県トラック協会 2階研修室
山形県山形市流通センター4丁目1-2013時30分～16時00分

11月21日（火）
東北運輸局 ４階会議室
宮城県仙台市宮城野区鉄砲町１
第４合同庁舎

13時30分～16時00分

13時30分～16時30分

▼
空
腹
状
態

で
東
京
駅
か

ら
飛
び
乗
っ

た
上
越
新
幹

線
。
自
由
席

２
人
掛
け
の
シ
ー
ト
に
座
り
、
ほ
っ
と
し

た
途
端
に
昼
食
を
済
ま
せ
て
い
な
い
の
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
生
憎
と
社
内
販
売

が
な
く
、
目
的
地
ま
で
こ
の
状
況
で
向
か

う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
通
路
を
挟
ん
だ

３
人
掛
け
の
シ
ー
ト
で
は
、
母
と
２
人
の

子
供
連
れ
が
駅
弁
を
美
味
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
す
。
私
の
前
の
席
の
ご
夫
婦
も

会
話
か
ら
弁
当
の
具
材
を
シ
ェ
ア
す
る
様

子
が
伺
え
、
と
て
も
仲
睦
ま
じ
い
で
す
。

▼
あ
る
旅
行
会
社
で
は
、
単
独
で
男
性

65
歳
・
女
性
60
歳
以
上
、
夫
婦
の
ど
ち

ら
か
の
年
齢
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

対
し
て
、
乗
車
・
指
定
券
の
割
引
な
ど

様
々
な
プ
ラ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
１

９
７
０
（
昭
和
45
）
年
に
、個
人
旅
行
客
・

女
性
客
の
増
大
を
狙
っ
た
日
本
国
有
鉄

道
の
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
」
や
、

同
年
に
読
売
テ
レ
ビ
制
作
・
日
本
テ
レ

ビ
系
列
放
送
で
始
ま
っ
た
紀
行
番
組
「
遠

く
へ
行
き
た
い
」
は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
が
共
感
を
呼
び
、
心
の
癒
し
を
求
め

て
国
内
を
も
っ
と
知
ろ
う
と
い
う
一
大
現

象
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
新

幹
線
の
起
点
と
な
る
東
京
駅
に
は
平
日

も
多
く
の
人
達
が
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
引
き

な
が
ら
、
北
へ
南
へ
と
改
札
口
に
吸
い
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
年
配
の
方
々
の
姿

が
多
く
、
端
か
ら
見
て
も
う
き
う
き
し

た
様
子
が
見
て
と
れ
ま
す
。
▼
以
前
、

都
内
鶯
谷
の
老
舗
の
居
酒
屋
「
鍵
屋
」

を
訪
れ
た
際
に
、
俳
優
で
旅
人
の
故
渡

辺
文
雄
さ
ん
が
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
一
献

傾
け
て
い
ま
し
た
。
偶
然
、
渡
辺
さ
ん

の
隣
の
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
た
私
達
は
、
お

酒
を
交
わ
す
う
ち
に
そ
の
輪
に
入
り
貴

重
な
時
間
を
共
有
し
ま
し
た
。
杯
を
重

ね
る
う
ち
に
、
私
達
は
素
朴
な
疑
問
を

投
げ
か
け
ま
し
た
。「
旅
の
醍
醐
味
は
何

で
す
か
」
と
。
そ
れ
に
対
し
て
渡
辺
さ
ん

は
「
旅
先
で
出
会
っ
た
人
達
か
ら
い
た
だ

く
一
言
は
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
」
と

の
答
え
で
し
た
。
そ
こ
に
は
樹
木
医
や
金

型
師
な
ど
の
専
門
職
の
ほ
か
に
、
煮
物

屋
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
居
酒
屋
の
女
将
な

ど
、
多
種
多
様
な
人
間
が
語
る
言
葉
に

各
々
の
人
生
の
証
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
。
渡
辺
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ

２
人
、
そ
し
て
私
達
３
人
の
６
人
が
大
い

に
盛
り
上
が
り
杯
が
進
ん
だ
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
夜
明
け
て
翌
日

は
、
頭
が
ガ
ン
ガ
ン
痛
く
反
省
し
き
り
で

し
た
。▼
鶯
谷
は
台
東
区
に
所
在
し
、「
根

岸
」
の
知
名
な
ど
今
も
古
き
良
き
町
並

み
が
残
っ
て
い
ま
す
。
私
は
根
岸
に
居
を

構
え
る
初
代
・
林
家
三
平
師
匠
の
人
間

味
溢
れ
る
現
代
落
語
が
好
き
で
し
た
。

落
語
の
落
ち
が
ず
っ
こ
け
て
も
、あ
の
「
ど

ー
も
す
み
ま
せ
ん
！
」
の
ポ
ー
ズ
に
思
わ

ず
吹
き
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し

実
は
そ
の
ポ
ー
ズ
が
落
ち
に
な
っ
た
と
思

わ
せ
る
師
匠
の
凄
技
に
納
得
す
る
こ
と
し

き
り
で
し
た
。
▼
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
副
題
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
「
美
し
い
日
本
と

私
」
で
す
。
日
本
は
世
界
に
類
を
見
な

い
四
季
の
美
し
さ
と
食
材
の
素
晴
ら
し
さ

を
併
せ
も
ち
ま
す
。
外
国
を
旅
し
て
気

付
く
の
は
、
や
は
り
「
日
本
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
」
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。
▼
こ

の
時
期
、
昼
食
時
に
「
さ
ん
ま
定
食
」

を
求
め
て
新
宿
・
荒
木
町
の
居
酒
屋
兼

定
食
屋
の
「
あ
お
ち
ゃ
ん
」
へ
。
芳
ば
し

い
焼
き
魚
の
匂
い
が
店
内
に
漂
い
お
膳
が

目
の
前
に
置
か
れ
る
と
、
喉
が
ご
く
っ
と

な
り
ま
す
。
落
語
「
目
黒
の
さ
ん
ま
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
箸
が
進
む
こ
と
こ

の
上
あ
り
ま
せ
ん
。
白
米
に
メ
イ
ン
の
焼

き
魚
と
肉
じ
ゃ
が
、
そ
し
て
小
鉢
の
納
豆

と
漬
物
、
こ
れ
以
上
の
贅
沢
は
あ
り
ま
せ

ん
！ 

（
山
崎
薫
）
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て
次
の
仕
事
へ
の
意
欲
と
集

中
力
も
高
ま
る
。
近
年
、
我

が
国
で
「
働
き
方
改
革
」
へ

の
取
り
組
み
が
加
速
し
つ
つ

あ
る
現
状
に
お
い
て
、
長
時

間
労
働
や
過
度
の
ス
ト
レ
ス

に
伴
う
過
労
死
を
防
止
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
も
、「
長

時
間
労
働
を
防
ぎ
、
全
て
の

従
業
員
に
『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
』
を
実
現
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
企

業
姿
勢
が
、
今
後
さ
ら
に
求

め
ら
れ
て
く
る
こ
と
は
、
想

像
に
難
く
な
い
。
一
般
的
に

拘
束
時
間
が
長
い
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
に
あ
っ
て
、
同
社

の
よ
う
な
勤
務
体
系
に
憧
れ

て
、
社
員
募
集
に
応
募
し
て

く
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
少
な
く

な
い
と
い
う
。

　

最
後
に
、
同
社
に
お
け
る

今
後
の
健
康
職
場
づ
く
り
へ

の
方
向
性
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
「
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
は
、
非
常
に
大
事
な
こ

と
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

長
く
続
け
る
こ
と
が
何
よ
り

も
大
事
で
す
。『
従
業
員
の

病
気
を
未
然
に
防
ぐ
』
た
め

に
、
今
後
も
様
々
な
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
」（
葛
上
常
務
）

　

坂
本
運
送
㈲
は
、
小
麦
粉

を
は
じ
め
と
し
た
食
品
輸
送

を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て

い
る
運
送
会
社
で
あ
る
。

　

同
社
は
従
業
員
数
23
人

と
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
が
特
徴
的
で
あ
る
。
長
く

働
い
て
い
る
従
業
員
も
少
な

く
な
い
。
葛
上
さ
ゆ
り
常
務

取
締
役
は
以
前
か
ら
、「
当

社
の
よ
う
に
小
さ
な
規
模
の

会
社
で
、
ど
の
よ
う
な
健
康

へ
の
取
り
組
み
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
」
と
考
え
て
い
た
と

い
う
。

　

同
社
に
お
け
る
「
健
康
職

場
づ
く
り
」
は
、
平
成
28
年

に
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協

会
け
ん
ぽ
）
香
川
支
部
か
ら

「
事
業
所
ま
る
ご
と
健
康
宣

言
」
の
案
内
が
届
い
た
こ
と

に
端
を
発
す
る
。「
事
業
所

ま
る
ご
と
健
康
宣
言
」と
は
、

香
川
県
と
協
会
け
ん
ぽ
香
川

支
部
が
主
体
と
な
り
、
事
業

所
の
従
業
員
の
健
康
づ
く
り

を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
。

こ
の
案
内
を
手
に
し
た
総
務

部
の
濱
岡
夏
輝
さ
ん
は
、「
従

業
員
の
健
康
の
た
め
に
な
る

の
な
ら
、
た
と
え
小
さ
な
こ

と
で
も
、
当
社
と
し
て
で
き

そ
う
な
こ
と
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
、
同
宣
言

へ
の
参
加
を
葛
上
常
務
に
提

案
。
そ
の
結
果
、
同
年
８
月

か
ら
こ
の
取
り
組
み
に
参
加

し
て
い
る
。

　

同
宣
言
へ
の
参
加
申
請
を

行
う
際
に
は
、
事
業
所
と
し

て
健
康
づ
く
り
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
内
容
を
「
宣

言
書
」
に
記
載
し
て
、
協
会

け
ん
ぽ
に
提
出
。
年
度
末
に

は
、
年
間
を
通
じ
て
の
取
り

組
み
の
結
果
を
協
会
け
ん
ぽ

に
報
告
す
る
。
次
年
度
以
降

は
、
前
年
度
の
結
果
を
振
り

返
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
継

続
・
改
善
し
て
い
く
こ
と
で
、

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
を
継

続
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

事
業
で
あ
る
。

　

同
社
で
は
、
ま
ず
濱
岡
さ

ん
を
中
心
に
総
務
部
の
従
業

員
が
個
人
目
標
を
立
て
、「
昼

食
後
、
お
昼
休
み
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
す
る
」「
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
欠
か
さ
ず
に
行
う
」

と
い
っ
た
取
り
組
み
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
運

輸
部
や
構
内
作
業
部
な
ど
、

他
の
部
署
の
従
業
員
に
も
参

加
を
働
き
か
け
、
取
り
組
み

が
全
社
的
に
広
が
っ
て
い
っ

た
。

　

同
社
で
は
、
従
業
員
の
健

康
へ
の
意
識
向
上
を
図
る
た

め
に
、
協
会
け
ん
ぽ
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
回
覧
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
回
覧
板
に
は
全
従
業

員
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
が
付
け
ら

れ
て
お
り
、
全
員
が
内
容
に

目
を
通
し
た
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

同
社
は
、
同
宣
言
へ
の
参

加
を
申
請
す
る
に
あ
た
っ
て

協
会
け
ん
ぽ
に
提
出
し
た
宣

言
書
の
中
で
、「
健
診
受
診

１
０
０
％
を
目
指
し
ま
す
」

と
宣
言
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
同
社
に
お
け
る
健
康
診

断
受
診
促
進
へ
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　

２
月
に
な
る
と
、
全
従
業

員
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、「
い
つ
健
診
を
受

診
し
た
い
か
」「
ど
の
病
院
で

受
診
し
た
い
か
」
な
ど
を
調

査
す
る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
従
業
員
の
希
望
に
即

し
た
形
で
健
診
を
受
診
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
以
前

は
全
員
、
同
社
近
く
の
同
じ

指
定
の
病
院
で
受
診
さ
せ
て

い
た
が
、
受
診
結
果
と
し
て

最
低
限
の
デ
ー
タ
し
か
提
供

さ
れ
ず
詳
細
な
内
容
が
つ
か

め
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
再

検
査
が
必
要
と
な
っ
て
も
、

病
院
側
か
ら
積
極
的
な
受
診

の
働
き
か
け
が
な
い
ま
ま
放

っ
て
お
か
れ
る
傾
向
が
あ
っ

た
た
め
、
現
在
は
各
従
業
員

の
希
望
を
踏
ま
え
、
受
け
た

い
病
院
で
受
診
さ
せ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　
「
健
診
受
診
１
０
０
％
」

を
目
指
す
に
あ
た
り
、
同
社

で
は
「
健
康
診
断
予
定
表
」

を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
予

定
表
に
は
、
全
従
業
員
の
健

診
受
診
日
・
受
診
医
療
機
関

名
・
検
査
内
容
を
記
載
し
て

い
る
。
総
務
部
で
は
同
予
定

表
を
基
に
、「
ち
ゃ
ん
と
受
診

し
た
か
」「
受
診
結
果
が
届

い
た
か
」
な
ど
を
確
認
し
、

未
受
診
者
に
対
し
て
は
受
診

を
促
す
よ
う
に
し
て
い
る
。

な
お
、
予
定
表
は
各
部
門
長

に
も
配
布
し
て
お
り
、
部
門

長
か
ら
も
受
診
を
促
す
ほ

か
、
従
業
員
か
ら
再
検
査
の

申
し
出
が
あ
っ
た
際
に
は
部

門
長
が
仕
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

　

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
際
に
は
、
従
業
員

の
食
生
活
に
気
を
配
る
こ
と

も
大
切
で
あ
る
。

　

同
社
で
は
、
荷
主
企
業
の

工
場
が
同
社
と
隣
接
し
た
場

所
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
昼
に

な
る
と
同
社
に
戻
っ
て
昼
食

を
取
る
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
る
。

同
社
で
は
、
希
望
す
る
従
業

員
向
け
に
仕
出
し
弁
当
を
毎

朝
注
文
し
て
い
る
。

　

健
康
づ
く
り
の
観
点
か
ら

み
る
と
、
食
事
は
主
食
・
主

菜
・
副
菜
と
バ
ラ
ン
ス
が
よ

く
、
そ
し
て
食
べ
過
ぎ
に
な

い
る
弁
当
は
、
美
味
し
い
の

は
も
ち
ろ
ん
、
メ
ニ
ュ
ー
の

幅
も
広
い
た
め
、「
毎
日
食
べ

て
も
食
べ
飽
き
な
い
」
と
従

業
員
か
ら
も
好
評
を
得
て
い

る
。
ご
飯
の
量
は
や
や
少
な

め
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
完
食

し
て
も
食
べ
過
ぎ
と
い
う
こ

と
も
な
い
。
１
食
３
５
０
円

と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
も

あ
り
、
同
社
で
は
昼
の
弁
当

を
注
文
す
る
従
業
員
が
増
加

傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

　

必
要
と
な
る
栄
養
素
を
ま

ん
べ
ん
な
く
摂
取
で
き
る
よ

う
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

生
活
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

は
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も

食
べ
る
こ
と
が
理
想
的
で
あ

　

同
社
で
は
、
従
業
員
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
も
乗

り
出
し
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
す
る
な
ど
と
い
っ
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
推

進
し
て
い
る
。
様
々
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
じ

て
従
業
員
同
士
の
距
離
を
縮

め
る
こ
と
で
、
仕
事
や
私
生

活
で
の
不
満
や
悩
み
を
相
談

し
や
す
い
職
場
環
境
に
し
て

い
く
の
が
、そ
の
狙
い
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
社
の
ド
ラ

イ
バ
ー
は
朝
の
出
勤
が
早
い

一
方
、
夕
方
は
16
時
10
分
が

定
時
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

日
帰
り
乗
務
が
基
本
と
な
っ

ル
を
調
整
す
る
な
ど
、
従
業

員
が
仕
事
を
休
ん
で
受
診
し

や
す
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
社
で
は
一

般
的
な
生
活
習
慣
病
予
防
検

診
と
が
ん
検
診
の
ほ
か
、
胃

が
ん
検
診
の
際
に
内
視
鏡
検

査
（
胃
カ
メ
ラ
）
を
受
け
る

従
業
員
の
数
が
少
な
く
な
い

と
い
う
。
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
の
統
計
※
に
よ
る
と
、

「
２
０
１
７
年
の
が
ん
統
計

予
測
」
で
は
、
男
性
の
が
ん

罹
患
数
予
測
で
最
も
多
く
な

っ
て
い
る
の
が
「
胃
が
ん
」
で

あ
る
。
胃
カ
メ
ラ
に
よ
る
検

査
を
受
け
る
場
合
は
、
受
診

の
際
に
一
部
自
己
負
担
が
生

じ
る
も
の
の
、
同
社
の
新
入

社
員
は
他
社
か
ら
転
職
し
て

き
た
40
代
の
人
が
多
い
こ
と

も
あ
り
、「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
、

胃
カ
メ
ラ
に
よ
る
検
査
を
受

け
て
み
よ
う
」
と
受
診
を
申

し
込
む
人
が
多
い
そ
う
だ
。

※
出
典
＝
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー 

が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス

ら
な
い
ぐ
ら
い
の
適
度
な
量

で
あ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
し

か
し
、
以
前
注
文
し
て
い
た

弁
当
屋
で
は
、
油
も
の
や
冷

凍
食
品
が
中
心
で
あ
っ
た
た

め
、
健
康
と
い
う
面
で
は
必

ず
し
も
好
ま
し
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
別
の
業

者
か
ら
弁
当
を
手
配
し
た

が
、今
度
は
従
業
員
か
ら
「
お

い
し
く
な
い
」
と
の
声
が
上

が
る
な
ど
、「
健
康
面
で
の

満
足
」
と
「
味
の
満
足
」
を

両
立
さ
せ
た
弁
当
探
し
に
苦

労
し
た
。

　

現
在
同
社
で
注
文
を
し
て

る
。
し
か
し
、
好
き
な
肉
は

食
べ
る
が
、
野
菜
は
食
べ
ず

に
残
し
て
し
ま
う
よ
う
な
従

業
員
も
み
ら
れ
る
。
濱
岡
さ

ん
は
、
従
業
員
が
食
べ
終
わ

っ
た
後
の
弁
当
箱
の
中
身
も

確
認
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「『
好
き
嫌
い
を
な
く
し
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
も
ら

い
た
い
』
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
普
段
は
し
っ
か

り
食
べ
る
の
に
あ
ま
り
手
を

付
け
ず
に
残
し
て
い
る
よ
う

な
時
に
は
、『
体
調
は
大
丈

夫
か
』『
自
宅
で
の
食
生
活

は
ど
う
か
』
と
話
し
か
け
る

な
ど
、
従
業
員
の
体
調
の
変

化
に
気
を
配
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
」（
濱
岡
さ
ん
）

て
い
る
ほ
か
、土
曜
日
は
「
半

ド
ン
」
で
あ
り
、
計
画
的
に

余
暇
を
楽
し
む
こ
と
が
可
能

な
勤
務
体
系
に
な
っ
て
い
る
。

同
社
の
考
え
方
と
し
て
、「
仕

事
が
終
わ
っ
た
ら
従
業
員
に

は
早
く
帰
っ
て
も
ら
い
、
そ

の
分
の
時
間
を
余
暇
に
充
て

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
こ

と
が
あ
る
。
併
せ
て
、
有
給

休
暇
も
取
り
や
す
い
環
境
に

な
っ
て
い
る
。

　

仕
事
に
打
ち
込
む
の
も
大

事
で
あ
る
が
、
勤
務
時
間
が

終
わ
っ
た
ら
仕
事
を
忘
れ
て

余
暇
を
楽
し
む
こ
と
で
、
気

分
転
換
に
も
、
ま
た
ス
ト
レ

ス
発
散
に
も
繋
が
り
、
そ
し

（
取
材
協
力
）
坂

本
運
送
㈲　

葛
上

さ
ゆ
り
常
務
取
締

役
、
総
務
部　

濱

岡
夏
輝
氏

　

従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で

き
る
職
場
づ
く
り
は
、
会
社
の
事
業

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重

要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働

者
の
健
康
を
巡
る
状
況
を
み
る
と
、

近
年
我
が
国
に
お
い
て
過
労
死
等
が

多
発
し
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
な
ど
、
職
場
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
、
従
業
員

の
「
働
き
方
改
革
」
を
進
め
る
上
で

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
企
画
で
は
「
健
康
職

場
づ
く
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
香

川
県
坂
出
市
の
坂
本
運
送
有
限
会
社

（
丸
山
智
幸
代
表
取
締
役
）
に
お
け

る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

第
４
回　

坂
本
運
送
有
限
会
社（
香
川
県
坂
出
市
）

◇
ま
ず
は
総
務
部
か
ら
取
り
組
み
ス
タ
ー
ト

健
康
へ
の
意
識
を
高
め
全
社
に
拡
大

◇
宣
言
し
た
目
標
は「
健
診
受
診
１
０
０
％
」

予
定
表
を
作
成
し
て
受
診
動
向
を
チ
ェッ
ク

◇
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
メ
ニ
ュ
ー
が
人
気
の
弁
当

食
べ
残
し
か
ら
日
々
の
食
生
活
を
指
導

◇「
心
の
繋
が
り
」
が
メ
ン
タ
ル
面
に
効
果

余
暇
を
楽
し
み
気
持
ち
を
豊
か
に
す
る

坂本運送有限会社
会社所在地 香川県坂出市入船町 1-2-22
資本金 300 万円
設　立 昭和 45 年 2月
従業員数 23 人（うちドライバー9人）
車両数 9 台

　同社では、近くの仕出しを行っている業者から昼食用の弁
当を注文している（写真①）。この弁当の特徴は「メニューの
幅が広く、毎日食べても飽きがこない」こと。おかずの品数
を多くすることで、必要となる栄養素をまんべんなく摂取する
ことができる。また、「ご飯が少なめ」となっているのも特徴
である。「完食しても食べ過ぎにならない量」にしてあること
で、メタボリックシンドロームを防ぐ効果もある。なお、この
日のメニューは、サバみそ煮（写真②左上）、厚揚げと小松菜
の煮物（同右上）、炒めなます（同左下）、イカ大葉フライ（同
右下）。これにご飯がついて、1食350円となっている。

同社では小麦粉など食品輸送を中心
に事業を展開。輸送エリアは四国島
内がほとんどであることから、ドライ
バーの拘束時間は比較的少なくなっ
ている

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で

生
活
習
慣
病
を
予
防

「
健
康
面
」
と
「
味
」
の
満
足
を
両
立
さ
せ
る
昼
の
弁
当

小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
従
業
員
を
健
康
に
す
る

　
次
の
仕
事
へ
の
や
り
が
い
を
生
み
出
す
「
充
実
し
た
余
暇
」

（
丸
山
智
幸
代
表
取
締
役
）
に
お
け

る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

「健康職場づくり」
  事 業 者訪問
いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して葛上さゆり

常務取締役

回
覧
板
に
は
全
従
業
員
の
チ
ェ
ッ
ク

欄
を
付
け
て
い
る

健
康
へ
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
に

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
掲
示
物
も
充
実
さ

せ
て
い
る

②

①
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